
○
環
境
省
令
第
一
号

土
壌
汚
染
対
策
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
二
十
三
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
土
壌
汚
染
対

策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
及
び
土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
三
百
三
十
六
号
）
の
規
定
に

基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
六
日

環
境
大
臣

小
沢

鋭
仁

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
三
条
第
一
項
本
文
の
」
を
「
土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五

十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
三
条
第
一
項
本
文
の
」
に

「
令
第
十
条
」
を
「
土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
令
（
平
成
十

。

、

四
年
政
令
第
三
百
三
十
六
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う

）
第
八
条
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
当
該
有
害
物
質
使
用
特
定
施

。

設
を
設
置
し
て
い
た
者
で
あ
る
場
合
（
法
第
三
条
第
一
項
」
を
「
当
該
有
害
物
質
使
用
特
定
施
設
（
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定

す
る
有
害
物
質
使
用
特
定
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ

）
を
設
置
し
て
い
た
者
で
あ
る
場
合
（
同
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号

。



中
「
第
十
二
条
第
五
項
」
を
「
第
二
十
一
条
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
条
第
三
項
第
一
号
中
「
法
人
に
あ
っ

て
は
」
を
「
法
人
に
あ
っ
て
は

」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
特
定
有
害
物
質
の
種
類
」
を
「
特
定
有
害
物
質
（
法
第
二
条

、

第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
有
害
物
質
を
い
う
。
以
下
同
じ

）
の
種
類
そ
の
他
の
土
壌
汚
染
状
況
調
査
（
同
条
第
二
項
に
規
定

。

す
る
土
壌
汚
染
状
況
調
査
を
い
う
。
以
下
同
じ

）
の
対
象
と
な
る
土
地
（
以
下
「
調
査
対
象
地
」
と
い
う

）
に
お
い
て
土

。

。

壌
の
汚
染
状
態
が
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
特
定
有
害
物
質

の
種
類
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「

法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
土
壌
汚
染
状
況
調
査
を
い
う
。
以
下
同
じ

」
を
削

（

。
）

り
、
同
項
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

土
壌
汚
染
状
況
調
査
に
従
事
し
た
者
を
監
督
し
た
技
術
管
理
者
（
法
第
三
十
三
条
の
技
術
管
理
者
を
い
う
。
第
六
十
条

第
一
項
第
七
号
に
お
い
て
同
じ

）
の
氏
名
及
び
技
術
管
理
者
証
（
土
壌
汚
染
対
策
法
に
基
づ
く
指
定
調
査
機
関
及
び
指

。

定
支
援
法
人
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
三
号
）
第
一
条
第
二
項
第
三
号
の
技
術
管
理
者
証
を
い
う
。

第
六
十
条
第
一
項
第
七
号
に
お
い
て
同
じ

）
の
交
付
番
号

。

第
一
条
第
三
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

第
二
条
中
「
第
十
一
条
」
を
「
第
十
五
条
」
に
改
め
る
。



第
三
条
第
一
項
中
「
土
壌
汚
染
状
況
調
査
の
対
象
と
な
る
土
地
（
以
下
「
調
査
対
象
地
」
と
い
う

」
を
「
調
査
対
象
地

。
）

」
に

「

法
第
三
条
第
一
項
に
基
づ
き
、
又
は
同
条
第
三
項
の
命
令
を
受
け
て
土
壌
汚
染
状
況
調
査
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て

、
（

は
、
調
査
対
象
地
の
利
用
の
状
況
及
び
土
壌
汚
染
状
況
調
査
の
対
象
と
な
る
特
定
有
害
物
質
（
以
下
「
調
査
対
象
物
質
」
と
い

う

）
の
製
造
、
使
用
又
は
処
理
の
状
況
に
限
る

）
を
、
調
査
実
施
者
が
容
易
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る

。

。

範
囲
内
で
」
を
「
を
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に

「
調
査
対
象
物
質
」
を
「
当
該
調
査
対
象
地

、

に
お
い
て
土
壌
の
汚
染
状
態
が
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
特
定
有
害
物
質
の
種
類
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
基
準
」
を
「
第
三
十
一

条
第
一
項
の
基
準
（
以
下
「
土
壌
溶
出
量
基
準
」
と
い
う

）
又
は
同
条
第
二
項
の
基
準
（
以
下
「
土
壌
含
有
量
基
準
」
と
い

。

う

」
に

「
汚
染
土
壌
」
を
「
基
準
不
適
合
土
壌
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
汚
染
土
壌
」
を
「
基
準
不
適
合
土
壌
」
に

。
）

、

改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

２

調
査
実
施
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
把
握
し
た
情
報
に
よ
り
、
当
該
調
査
対
象
地
に
お
い
て
土
壌
の
汚
染
状
態
が
法
第

六
条
第
一
項
第
一
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
特
定
有
害
物
質
の
種

。

。

類
に
つ
い
て
、
土
壌
そ
の
他
の
試
料
の
採
取
及
び
測
定
（
以
下
「
試
料
採
取
等
」
と
い
う

）
の
対
象
と
す
る
も
の
と
す
る



た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
特
定
有
害
物
質
の
種
類
以
外
の
特
定
有
害

物
質
の
種
類
に
つ
い
て
、
試
料
採
取
等
の
対
象
と
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

一

次
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
か
ら
通
知
を
受
け
た
場
合

当
該
通
知
に
係
る
特
定
有
害
物
質
の
種
類

二

法
第
四
条
第
二
項
又
は
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
命
令
に
基
づ
き
土
壌
汚
染
状
況
調
査
を
行
う
場
合

当
該
命
令

に
係
る
第
二
十
七
条
又
は
令
第
四
条
第
一
項
の
書
面
に
記
載
さ
れ
た
特
定
有
害
物
質
の
種
類

三

申
請
に
係
る
調
査
（
法
第
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
申
請
に
係
る
調
査
を
い
う
。
以
下
同
じ

）
を
行
う
場
合

同

。

条
第
一
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
所
有
者
等
が
申
請
に
係
る
調
査
の
対
象
と
し
た
特
定
有
害
物
質
の
種
類

３

都
道
府
県
知
事
は
、
調
査
実
施
者
が
法
第
三
条
第
一
項
に
基
づ
き
土
壌
汚
染
状
況
調
査
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
調

査
対
象
地
に
お
い
て
土
壌
の
汚
染
状
態
が
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
お
そ

れ
が
あ
る
特
定
有
害
物
質
の
種
類
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
調
査
実
施
者
の
申
請
に
基
づ
き
、
当
該
申
請
を
受
け
た

日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
以
内
に
、
当
該
特
定
有
害
物
質
の
種
類
を
当
該
調
査
実
施
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

４

前
項
の
申
請
は
、
様
式
第
二
に
よ
る
申
請
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

５

調
査
実
施
者
は
、
第
三
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
調
査
対
象
地
に
お
け
る
土
壌
の
特
定
有
害
物



質
に
よ
る
汚
染
の
お
そ
れ
を
推
定
す
る
た
め
に
有
効
な
情
報
を
有
し
て
い
る
と
き
は
、
前
項
の
申
請
書
に
当
該
情
報
を
記
載

し
た
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
第
一
項
中
「
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
土
壌
そ
の
他
の
試
料
の
採
取
及
び
測
定

（
以
下
「
試
料
採
取
等
」
と
い
う

」
を
「
試
料
採
取
等
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
前
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
前
条

。
）

第
六
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
前
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
前
条
第
六
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
調

査
対
象
物
質
」
を
「
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
試
料
採
取
等
の
対
象
と
さ
れ
た
特
定
有
害
物
質
の
種
類
（
以
下
「
試
料
採
取

等
対
象
物
質
」
と
い
う

」
に

「
掲
げ
る
特
定
有
害
物
質
」
を
「
掲
げ
る
特
定
有
害
物
質
の
種
類
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「

。
）

、

調
査
対
象
物
質
」
を
「
試
料
採
取
等
対
象
物
質
」
に

「
特
定
有
害
物
質
で
あ
る
」
を
「
特
定
有
害
物
質
の
種
類
で
あ
る
」
に

、

改
め
る
。

第
三
十
八
条
中
「
第
二
十
九
条
第
一
項
及
び
第
三
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
四
条
第
一
項
及
び
第
五
十
六
条
第
一
項
」

に

「
第
二
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
十
八
条
と
す
る
。

、第
三
十
七
条
中
「
第
二
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
四
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
」
に

「
同
条
第
四
項
」
を
「

、

同
条
第
六
項
」
に

「
様
式
第
七
」
を
「
様
式
第
二
十
一
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
十
七
条
と
す
る
。

、



第
三
十
六
条
中
「
第
九
条
第
四
項
」
を
「
第
十
二
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
汚
染
土
壌
」
を
「
基
準
不
適
合

土
壌
」
に

「
飛
散
等
」
を
「
飛
散
、
揮
散
又
は
流
出
（
以
下
「
飛
散
等
」
と
い
う

」
に

「
講
じ
る
」
を
「
講
ず
る
」
に

、

。
）

、

改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
汚
染
土
壌
（
第
十
八
条
第
一
項
の
基
準
」
を
「
基
準
不
適
合
土
壌
（
土
壌
溶
出
量
基
準
」
に

「
指

、

定
区
域
」
を
「
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
七
条
第
四
項
」
を
「
第
七
条
第
六
項
」
に
改
め
、

同
条
第
四
号
を
削
り
、
同
条
を
第
五
十
三
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
二
十
三
条
を
加
え
る
。

（
指
定
の
申
請
）

第
五
十
四
条

法
第
十
四
条
第
一
項
の
申
請
は
、
様
式
第
十
一
に
よ
る
申
請
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
五
十
五
条

法
第
十
四
条
第
二
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

申
請
に
係
る
土
地
の
所
在
地

三

申
請
に
係
る
調
査
に
お
け
る
試
料
採
取
等
対
象
物
質

四

申
請
に
係
る
調
査
に
お
い
て
土
壌
そ
の
他
の
試
料
の
採
取
を
行
っ
た
地
点
及
び
年
月
日
、
当
該
試
料
の
分
析
の
結
果
並

び
に
当
該
分
析
を
行
っ
た
計
量
法
第
百
七
条
の
登
録
を
受
け
た
者
の
氏
名
又
は
名
称



五

申
請
に
係
る
調
査
を
行
っ
た
者
の
氏
名
又
は
名
称

第
五
十
六
条

法
第
十
四
条
第
二
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

申
請
に
係
る
土
地
の
周
辺
の
地
図

二

申
請
に
係
る
土
地
の
場
所
を
明
ら
か
に
し
た
図
面

三

申
請
者
が
申
請
に
係
る
土
地
の
所
有
者
等
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

四

申
請
に
係
る
土
地
に
申
請
者
以
外
の
所
有
者
等
が
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
所
有
者
等
全
員
の
当
該
申
請
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
合
意
を
得
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

第
五
十
七
条

法
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
様
式
第
十
二
に
よ
る
証
明

書
を
携
帯
し
、
関
係
者
に
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
台
帳
）

第
五
十
八
条

法
第
十
五
条
第
一
項
の
台
帳
は
、
帳
簿
及
び
図
面
を
も
っ
て
調
製
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
帳
簿
及
び
図
面
は
、
要
措
置
区
域
等
（
法
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
要
措
置
区
域
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。

）
ご
と
に
調
製
す
る
も
の
と
す
る
。



３

第
一
項
の
帳
簿
及
び
図
面
で
あ
っ
て
、
要
措
置
区
域
に
関
す
る
も
の
は
、
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
に
関
す
る
も
の
と
区

別
し
て
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
一
項
の
帳
簿
は
、
要
措
置
区
域
等
に
つ
き
、
少
な
く
と
も
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
様
式
は
、

要
措
置
区
域
に
あ
っ
て
は
様
式
第
十
三
、
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
に
あ
っ
て
は
様
式
第
十
四
の
と
お
り
と
す
る
。

一

要
措
置
区
域
等
に
指
定
さ
れ
た
年
月
日

二

要
措
置
区
域
等
の
所
在
地

三

要
措
置
区
域
等
の
概
況

四

法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
要
措
置
区
域
等
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨

五

要
措
置
区
域
等
内
の
土
壌
の
汚
染
状
態
並
び
に
第
十
一
条
第
一
項
、
第
十
三
条
第
一
項
又
は
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
調
査
対
象
地
の
土
壌
汚
染
の
お
そ
れ
の
把
握
等
、
試
料
採
取
等
を
行
う
区
画
の
選
定
等
又
は
試
料
採
取
等
を
省
略

し
た
場
合
に
お
け
る
土
壌
汚
染
状
況
調
査
（
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
要
措
置
区
域
等
に
あ
っ

て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
土
壌
汚
染
状
況
調
査
と
み
な
さ
れ
た
申
請
に
係
る
調
査
。
次
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ

）
。

の
結
果
に
よ
り
法
第
六
条
第
一
項
、
第
十
一
条
第
一
項
又
は
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
要
措
置
区



域
等
に
あ
っ
て
は
、
当
該
省
略
を
し
た
旨
及
び
そ
の
理
由

六

土
壌
汚
染
状
況
調
査
を
行
っ
た
指
定
調
査
機
関
（
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
要
措
置
区
域
等

に
あ
っ
て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
土
壌
汚
染
状
況
調
査
と
み
な
さ
れ
た
申
請
に
係
る
調
査
を
行
っ
た
者
）
の
氏
名
又
は

名
称

七

要
措
置
区
域
（
土
壌
溶
出
量
基
準
に
係
る
も
の
に
限
る

）
に
あ
っ
て
は
、
地
下
水
汚
染
の
有
無

。

八

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
で
あ
っ
て
法
第
七
条
第
六
項
の
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
が
講
じ
ら

れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
及
び
当
該
汚
染
の
除
去
等
の
措
置

九

土
地
の
形
質
の
変
更
の
実
施
状
況

５

第
一
項
の
図
面
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

土
壌
汚
染
状
況
調
査
に
お
い
て
土
壌
そ
の
他
の
試
料
の
採
取
を
行
っ
た
地
点
を
明
示
し
た
図
面

二

汚
染
の
除
去
等
の
措
置
に
該
当
す
る
行
為
の
実
施
場
所
及
び
施
行
方
法
を
明
示
し
た
図
面

三

要
措
置
区
域
等
の
周
辺
の
地
図

６

帳
簿
の
記
載
事
項
及
び
図
面
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
は
、
速
や
か
に
こ
れ
を
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら



な
い
。

７

法
第
六
条
第
四
項
又
は
法
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
要
措
置
区
域
等
の
指
定
が
解
除
さ
れ
た
場
合
に
は
、
都
道
府

県
知
事
は
、
当
該
要
措
置
区
域
等
に
係
る
帳
簿
及
び
図
面
を
台
帳
か
ら
消
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
搬
出
し
よ
う
と
す
る
土
壌
の
調
査
）

第
五
十
九
条

法
第
十
六
条
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
と
す
る
。

一

要
措
置
区
域
等
内
の
土
地
の
土
壌
を
掘
削
す
る
前
に
当
該
掘
削
し
よ
う
と
す
る
土
壌
を
調
査
す
る
方
法
（
以
下
「
掘
削

前
調
査
の
方
法
」
と
い
う

）
。

二

要
措
置
区
域
等
内
の
土
地
の
土
壌
を
掘
削
し
た
後
に
当
該
掘
削
し
た
土
壌
を
調
査
す
る
方
法
（
第
三
項
並
び
に
次
条
第

一
項
第
五
号
及
び
第
二
項
第
二
号
に
お
い
て
「
掘
削
後
調
査
の
方
法
」
と
い
う

）
。

２

掘
削
前
調
査
の
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

土
壌
の
掘
削
の
対
象
と
な
る
土
地
の
区
域
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
掘
削
対
象
地
」
と
い
う

）
を
、
当
該
掘
削
対

。

象
地
を
含
む
要
措
置
区
域
等
に
係
る
土
壌
汚
染
状
況
調
査
に
お
い
て
第
四
条
第
一
項
（
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
調
査
対
象

地
を
区
画
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
同
条
）
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
調
査
対
象
地
を
区
画
し
た
単
位
区
画
（
申
請
に



係
る
調
査
に
あ
っ
て
は
、
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
準
じ
て
調
査
対
象
地
を
区
画
し
た
単
位
区
画
）
に
区
分
す
る
方

法
に
よ
り
区
分
す
る
こ
と
。

二

前
号
の
規
定
に
よ
り
区
分
さ
れ
た
区
画
の
中
心
（
当
該
区
画
に
お
い
て
基
準
不
適
合
土
壌
が
存
在
す
る
お
そ
れ
が
多
い

と
認
め
ら
れ
る
部
分
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
部
分
に
お
け
る
任
意
の
地
点
）
に
お
い
て
、
次
の
土
壌
の
採
取
を

行
う
こ
と
。

イ

表
層
の
土
壌

ロ

深
さ
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
土
壌

ハ

地
表
か
ら
深
さ
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
土
壌

ニ

深
さ
一
メ
ー
ト
ル
か
ら
土
壌
の
掘
削
の
対
象
と
な
る
部
分
の
深
さ
ま
で
の
一
メ
ー
ト
ル
ご
と
の
土
壌

ホ

帯
水
層
の
底
面
の
土
壌
（
掘
削
の
対
象
と
な
る
部
分
の
深
さ
の
範
囲
内
に
帯
水
層
の
底
面
が
あ
る
場
合
に
限
る

）
。

ヘ

掘
削
の
対
象
と
な
る
部
分
の
深
さ
の
土
壌

ト

汚
染
の
お
そ
れ
が
生
じ
た
場
所
の
位
置
が
地
表
よ
り
深
い
位
置
に
あ
り
、
か
つ
、
汚
染
の
お
そ
れ
が
生
じ
た
場
所
の

位
置
が
明
ら
か
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
汚
染
の
お
そ
れ
が
生
じ
た
場
所
の
位
置
の
土
壌
、
当



該
汚
染
の
お
そ
れ
が
生
じ
た
場
所
の
位
置
か
ら
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
土
壌
及
び
当
該
汚
染
の
お
そ
れ
が
生
じ

た
場
所
の
位
置
か
ら
深
さ
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
土
壌

三

前
号
の
規
定
に
よ
り
採
取
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
土
壌
（
第
一
種
特
定
有
害
物
質
の
量
を
測
定
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

深
さ
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
土
壌
及
び
同
号
ト
の
場
合
に
お
け
る
汚
染
の
お
そ
れ
が
生

じ
た
場
所
の
位
置
か
ら
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
土
壌
を
除
く

）
に
水
を
加
え
た
検
液
に
溶
出
す
る
特
定
有
害
物

。

質
の
量
に
あ
っ
て
は
第
六
条
第
三
項
第
四
号
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
、
当
該
土
壌
（
深
さ
五
十
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
土
壌
及
び
前
号
ト
の
場
合
に
お
け
る
汚
染
の
お
そ
れ
が
生
じ
た
場
所
の
位
置
か
ら
深
さ
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の

土
壌
を
除
く

）
に
含
ま
れ
る
第
二
種
特
定
有
害
物
質
の
量
に
あ
っ
て
は
同
条
第
四
項
第
二
号
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
方

。

法
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
測
定
す
る
こ
と
。

３

掘
削
後
調
査
の
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

掘
削
し
た
土
壌
を
、
百
立
方
メ
ー
ト
ル
以
下
ご
と
に
区
分
す
る
こ
と
。

二

前
号
の
規
定
に
よ
り
区
分
さ
れ
た
土
壌
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
当
該
土
壌
の
任
意
の
五
地
点
の
土
壌
を
採
取
す
る
こ
と
。

三

前
号
の
規
定
に
よ
り
採
取
さ
れ
た
五
地
点
の
土
壌
の
う
ち
任
意
の
一
地
点
の
土
壌
に
水
を
加
え
た
検
液
に
溶
出
す
る
第



一
種
特
定
有
害
物
質
の
量
を
、
第
六
条
第
三
項
第
四
号
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定
す
る
こ
と
。

四

第
二
号
の
規
定
に
よ
り
採
取
さ
れ
た
五
地
点
の
土
壌
を
、
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
重
量
混
合
す
る
こ
と
。

五

前
号
の
規
定
に
よ
り
混
合
さ
れ
た
土
壌
に
水
を
加
え
た
検
液
に
溶
出
す
る
第
二
種
特
定
有
害
物
質
及
び
第
三
種
特
定
有

害
物
質
の
量
に
あ
っ
て
は
第
六
条
第
三
項
第
四
号
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
、
当
該
土
壌
に
含
ま
れ
る
第
二
種

特
定
有
害
物
質
の
量
に
あ
っ
て
は
同
条
第
四
項
第
二
号
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
測
定
す
る
こ
と
。

（
搬
出
し
よ
う
と
す
る
土
壌
に
係
る
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
旨
の
認
定
）

第
六
十
条

法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記

載
し
た
様
式
第
十
五
に
よ
る
申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

要
措
置
区
域
等
の
所
在
地

三

法
第
十
六
条
第
一
項
の
調
査
（
以
下
「
認
定
調
査
」
と
い
う

）
の
方
法
の
種
類

。

四

掘
削
前
調
査
の
方
法
に
よ
り
認
定
調
査
を
行
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
土
壌
の
採
取
を
行
っ
た
地
点
及
び
日
時
、
当
該

土
壌
の
分
析
の
結
果
、
当
該
分
析
を
行
っ
た
計
量
法
第
百
七
条
の
登
録
を
受
け
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
そ
の
他
の
認
定
調



査
の
結
果
に
関
す
る
事
項

五

掘
削
後
調
査
の
方
法
に
よ
り
認
定
調
査
を
行
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
土
壌
の
採
取
を
行
っ
た
日
時
、
調
査
対
象
と
し

た
土
壌
全
体
の
体
積
、
当
該
土
壌
の
分
析
の
結
果
、
当
該
分
析
を
行
っ
た
計
量
法
第
百
七
条
の
登
録
を
受
け
た
者
の
氏
名

又
は
名
称
そ
の
他
の
認
定
調
査
の
結
果
に
関
す
る
事
項

六

認
定
調
査
を
行
っ
た
指
定
調
査
機
関
の
氏
名
又
は
名
称

七

認
定
調
査
に
従
事
し
た
者
を
監
督
し
た
技
術
管
理
者
の
氏
名
及
び
技
術
管
理
者
証
の
交
付
番
号

２

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
調
査
の
方
法
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号

に
定
め
る
土
壌
に
つ
い
て
、
法
第
十
六
条
第
一
項
の
認
定
を
す
る
も
の
と
す
る
。

一

掘
削
前
調
査
の
方
法

前
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
採
取
さ
れ
た
土
壌
の
う
ち
連
続
す
る
二
以
上
の
深
さ
に

お
い
て
採
取
さ
れ
た
土
壌
を
同
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
測
定
し
た
結
果
、
そ
の
汚
染
状
態
が
す
べ
て
の
特
定
有
害
物

質
の
種
類
に
つ
い
て
土
壌
溶
出
量
基
準
及
び
土
壌
含
有
量
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
に
お
け
る
、

当
該
二
以
上
の
土
壌
を
採
取
し
た
深
さ
の
位
置
の
間
の
部
分
に
あ
る
当
該
測
定
に
係
る
前
条
第
二
項
第
二
号
の
区
画
内
の

土
壌
（
当
該
二
以
上
の
土
壌
を
採
取
し
た
深
さ
の
位
置
の
間
の
部
分
に
お
い
て
、
土
壌
汚
染
状
況
調
査
の
結
果
、
少
な
く



と
も
一
の
特
定
有
害
物
質
の
種
類
に
つ
い
て
土
壌
溶
出
量
基
準
又
は
土
壌
含
有
量
基
準
に
適
合
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
土
壌
を
採
取
し
た
位
置
を
含
む
場
合
に
お
け
る
当
該
二
以
上
の
土
壌
を
採
取
し
た
深
さ
の
位
置
の
間
の
部
分
に
あ

る
土
壌
を
除
く

）
。

二

掘
削
後
調
査
の
方
法

前
条
第
三
項
第
三
号
及
び
第
六
号
の
測
定
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
測
定
に
係
る
土
壌
の
汚
染
状
態

が
す
べ
て
の
特
定
有
害
物
質
の
種
類
に
つ
い
て
土
壌
溶
出
量
基
準
及
び
土
壌
含
有
量
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
場
合
に
お
け
る
、
当
該
土
壌
に
係
る
同
項
第
一
号
の
百
立
方
メ
ー
ト
ル
以
下
ご
と
に
区
分
さ
れ
た
土
壌

（
汚
染
土
壌
の
搬
出
の
届
出
）

第
六
十
一
条

法
第
十
六
条
第
一
項
の
届
出
は
、
様
式
第
十
六
に
よ
る
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

汚
染
土
壌
の
場
所
を
明
ら
か
に
し
た
要
措
置
区
域
等
の
図
面

二

搬
出
に
係
る
必
要
事
項
が
記
載
さ
れ
た
使
用
予
定
の
管
理
票
（
法
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
管
理
票
を
い
う
。
以

下
同
じ

）
の
写
し

。

三

汚
染
土
壌
の
運
搬
の
用
に
供
す
る
自
動
車
等
（
法
第
五
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
自
動
車
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。



）
の
構
造
を
記
し
た
書
類

四

運
搬
の
過
程
に
お
い
て
、
積
替
え
の
た
め
に
当
該
汚
染
土
壌
を
一
時
的
に
保
管
す
る
場
合
に
は
、
当
該
保
管
の
用
に
供

す
る
施
設
の
構
造
を
記
し
た
書
類

五

汚
染
土
壌
の
処
理
を
汚
染
土
壌
処
理
業
者
（
法
第
十
六
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
汚
染
土
壌
処
理
業
者
を
い
う
。

以
下
同
じ

）
に
委
託
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

。

六

汚
染
土
壌
の
処
理
を
行
う
汚
染
土
壌
処
理
施
設
に
関
す
る
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
の
当
該
許
可
に

係
る
許
可
証
（
汚
染
土
壌
処
理
業
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
一
年
環
境
省
令
第
十
号
）
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る

許
可
証
を
い
う
。
第
六
十
四
条
第
二
項
第
六
号
に
お
い
て
同
じ

）
の
写
し

。

第
六
十
二
条

法
第
十
六
条
第
一
項
第
七
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

要
措
置
区
域
等
の
所
在
地

三

汚
染
土
壌
の
搬
出
、
運
搬
及
び
処
理
の
完
了
予
定
日

四

汚
染
土
壌
の
運
搬
の
用
に
供
す
る
自
動
車
等
の
所
有
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
連
絡
先



五

運
搬
の
際
、
積
替
え
を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
積
替
え
を
行
う
場
所
の
所
在
地
並
び
に
所
有
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び

連
絡
先

六

前
条
第
二
項
第
四
号
の
場
合
に
お
け
る
当
該
保
管
の
用
に
供
す
る
施
設
（
以
下
「
保
管
施
設
」
と
い
う

）
の
所
在
地

。

並
び
に
所
有
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
連
絡
先

（
変
更
の
届
出
）

第
六
十
三
条

法
第
十
六
条
第
二
項
の
届
出
は
、
様
式
第
十
七
に
よ
る
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
届
出
書
に
は
、
第
六
十
一
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

既
に
都
道
府
県
知
事
に
提
出
さ
れ
て
い
る
当
該
書
類
又
は
図
面
の
内
容
に
変
更
が
な
い
と
き
は
、
届
出
書
に
そ
の
旨
を
記
載

し
て
当
該
書
類
又
は
図
面
の
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
非
常
災
害
の
た
め
に
必
要
な
応
急
措
置
と
し
て
汚
染
土
壌
の
搬
出
を
し
た
場
合
の
届
出
）

第
六
十
四
条

法
第
十
六
条
第
三
項
の
届
出
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
十
八
に
よ
る
届
出
書
を
提
出
し
て
行

う
も
の
と
す
る
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名



二

要
措
置
区
域
等
の
所
在
地

三

汚
染
土
壌
の
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
状
態

四

汚
染
土
壌
の
体
積

五

汚
染
土
壌
の
搬
出
先

六

汚
染
土
壌
の
搬
出
の
着
手
日

七

汚
染
土
壌
の
搬
出
の
完
了
日

八

汚
染
土
壌
の
搬
出
先
か
ら
再
度
搬
出
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
搬
出
の
着
手
予
定
日

九

汚
染
土
壌
の
運
搬
の
方
法

十

汚
染
土
壌
を
運
搬
す
る
者
及
び
当
該
汚
染
土
壌
を
処
理
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称

十
一

汚
染
土
壌
の
運
搬
及
び
処
理
の
完
了
予
定
日

十
二

汚
染
土
壌
の
運
搬
の
用
に
供
す
る
自
動
車
等
の
所
有
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
連
絡
先

十
三

運
搬
の
際
、
積
替
え
を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
積
替
え
を
行
う
場
所
の
所
在
地
並
び
に
所
有
者
の
氏
名
又
は
名
称
及

び
連
絡
先



十
四

保
管
施
設
の
所
在
地
並
び
に
所
有
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
連
絡
先

十
五

汚
染
土
壌
を
処
理
す
る
施
設
の
所
在
地

２

前
項
の
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面
を
添
付
し
な
け
ば
な
ら
な
い
。

一

汚
染
土
壌
の
搬
出
先
の
場
所
の
状
況
を
示
す
図
面
及
び
写
真

二

搬
出
に
係
る
必
要
事
項
が
記
載
さ
れ
た
使
用
予
定
の
管
理
票
の
写
し

三

汚
染
土
壌
の
運
搬
の
用
に
供
す
る
自
動
車
等
の
構
造
を
記
し
た
書
類

四

保
管
施
設
の
構
造
を
記
し
た
書
類

五

汚
染
土
壌
の
処
理
を
汚
染
土
壌
処
理
業
者
に
委
託
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

六

汚
染
土
壌
の
処
理
を
行
う
汚
染
土
壌
処
理
施
設
に
関
す
る
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
の
当
該
許
可
に

係
る
許
可
証
の
写
し

（
運
搬
に
関
す
る
基
準
）

第
六
十
五
条

法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
汚
染
土
壌
の
運
搬
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

運
搬
は
、
次
の
よ
う
に
行
う
こ
と
。



特
定
有
害
物
質
又
は
特
定
有
害
物
質
を
含
む
固
体
若
し
く
は
液
体
の
飛
散
等
及
び
地
下
へ
の
浸
透
を
防
止
す
る
た
め

イ
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ロ

運
搬
に
伴
う
悪
臭
、
騒
音
又
は
振
動
に
よ
っ
て
生
活
環
境
の
保
全
上
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
こ
と
。

二

特
定
有
害
物
質
又
は
特
定
有
害
物
質
を
含
む
固
体
若
し
く
は
液
体
が
飛
散
等
を
し
、
若
し
く
は
地
下
へ
浸
透
し
、
又
は

悪
臭
が
発
散
し
た
と
き
は
、
当
該
運
搬
を
中
止
し
、
直
ち
に
、
自
動
車
等
又
は
保
管
施
設
の
点
検
を
行
う
と
と
も
に
、
当

該
特
定
有
害
物
質
を
含
む
固
体
の
回
収
そ
の
他
の
環
境
の
保
全
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三

自
動
車
等
及
び
運
搬
容
器
は
、
特
定
有
害
物
質
又
は
特
定
有
害
物
質
を
含
む
固
体
若
し
く
は
液
体
の
飛
散
等
及
び
地
下

へ
の
浸
透
並
び
に
悪
臭
の
発
散
の
お
そ
れ
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

運
搬
の
用
に
供
す
る
自
動
車
等
の
両
側
面
に
汚
染
土
壌
を
運
搬
し
て
い
る
旨
を
日
本
工
業
規
格
Ｚ
八
三
〇
五
に
規
定
す

る
百
四
十
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
大
き
さ
の
文
字
を
用
い
て
表
示
し
、
か
つ
、
当
該
運
搬
を
行
う
自
動
車
等
に
当
該
汚
染
土
壌

に
係
る
管
理
票
（
汚
染
土
壌
処
理
業
に
関
す
る
省
令
第
五
条
第
十
八
号
及
び
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
第
五
条
第
十
八
号
の
管
理
票
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ

）
を
備
え
付
け
る
こ
と
。

。



五

混
載
等
に
つ
い
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

運
搬
の
過
程
に
お
い
て
、
汚
染
土
壌
と
そ
の
他
の
物
を
混
合
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

イ

運
搬
の
過
程
に
お
い
て
、
汚
染
土
壌
か
ら
岩
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
く
ず
そ
の
他
の
物
を
分
別
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

ロ

異
な
る
要
措
置
区
域
等
か
ら
搬
出
さ
れ
た
汚
染
土
壌
が
混
合
す
る
お
そ
れ
の
な
い
よ
う
に
、
搬
出
さ
れ
た
要
措
置
区

ハ
域
等
ご
と
に
区
分
し
て
運
搬
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
汚
染
土
壌
を
一
の
汚
染
土
壌
処
理
施
設
に
お
い
て
処
理
す
る

場
合
（
当
該
汚
染
土
壌
を
法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
申
請
書
に
記
載
し
た
汚
染
土
壌
処
理
施
設
に
お
い
て
処
理
す
る
汚

染
土
壌
の
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
状
態
及
び
処
理
の
方
法
に
照
ら
し
て
処
理
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
場
合
に
限

る

）
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
こ
と
。

。

六

汚
染
土
壌
の
積
替
え
を
行
う
場
合
に
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

積
替
え
は
、
周
囲
に
囲
い
が
設
け
ら
れ
、
か
つ
、
汚
染
土
壌
の
積
替
え
の
場
所
で
あ
る
こ
と
の
表
示
が
な
さ
れ
て
い

イ
る
場
所
で
行
う
こ
と
。

ロ

積
替
え
の
場
所
か
ら
特
定
有
害
物
質
又
は
特
定
有
害
物
質
を
含
む
固
体
若
し
く
は
液
体
の
飛
散
等
及
び
地
下
へ
の
浸

透
並
び
に
悪
臭
の
発
散
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。



七

汚
染
土
壌
の
保
管
は
、
汚
染
土
壌
の
積
替
え
を
行
う
場
合
を
除
き
、
行
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

八

汚
染
土
壌
の
積
替
え
の
た
め
に
、
こ
れ
を
一
時
的
に
保
管
す
る
場
合
に
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

保
管
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
場
所
で
行
う
こ
と
。

イ

特
定
有
害
物
質
又
は
特
定
有
害
物
質
を
含
む
固
体
若
し
く
は
液
体
の
飛
散
等
及
び
地
下
へ
の
浸
透
並
び
に
悪
臭
の

(1)
発
散
を
防
止
す
る
た
め
に
、
周
囲
に
囲
い
（
保
管
す
る
汚
染
土
壌
の
荷
重
が
当
該
囲
い
に
か
か
る
構
造
で
あ
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
当
該
荷
重
に
対
し
て
構
造
耐
力
上
安
全
で
あ
る
も
の
に
限
る

）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

。

見
や
す
い
箇
所
に
、
次
の
掲
示
板
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

(2)

大
き
さ
が
縦
及
び
横
そ
れ
ぞ
れ
六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

(ｲ)

保
管
施
設
で
あ
る
旨
並
び
に
当
該
保
管
施
設
の
管
理
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
連
絡
先
が
表
示
さ
れ
て
い
る
こ

(ﾛ)
と
。

ロ

当
該
保
管
施
設
か
ら
の
特
定
有
害
物
質
又
は
特
定
有
害
物
質
を
含
む
固
体
の
飛
散
等
及
び
地
下
へ
の
浸
透
並
び
に
悪

臭
の
発
散
を
防
止
す
る
た
め
に
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

保
管
施
設
の
壁
面
及
び
床
面
は
、
特
定
有
害
物
質
又
は
特
定
有
害
物
質
を
含
む
固
体
若
し
く
は
液
体
の
飛
散
等
及

(1)



び
地
下
へ
の
浸
透
並
び
に
悪
臭
の
発
散
を
防
止
す
る
た
め
の
構
造
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

汚
染
土
壌
の
保
管
に
伴
い
汚
水
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
汚
水
に
よ
る
公
共
用
水
域
の

(2)
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
排
水
溝
そ
の
他
の
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

屋
内
に
お
い
て
汚
染
土
壌
を
保
管
し
、
か
つ
、
排
気
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
排
出
さ
れ
る
気
体
に
よ
る

(3)
人
の
健
康
に
係
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

九

第
六
号
及
び
前
号
の
場
合
で
あ
っ
て
、
汚
染
土
壌
の
荷
卸
し
そ
の
他
の
移
動
を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
汚
染
土
壌
の
飛

散
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
こ
と
。

粉
じ
ん
が
飛
散
し
に
く
い
構
造
の
設
備
内
に
お
い
て
当
該
移
動
を
行
う
こ
と
。

イロ

当
該
移
動
を
行
う
場
所
に
お
い
て
、
散
水
装
置
に
よ
る
散
水
を
行
う
こ
と
。

ハ

当
該
移
動
さ
せ
る
汚
染
土
壌
を
防
じ
ん
カ
バ
ー
で
覆
う
こ
と
。

ニ

当
該
移
動
さ
せ
る
汚
染
土
壌
に
薬
液
を
散
布
し
、
又
は
締
固
め
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
表
層
を
固
化
す
る
こ
と
。

ホ

イ
か
ら
ニ
ま
で
の
措
置
と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十

汚
染
土
壌
の
荷
卸
し
は
、
法
第
十
六
条
第
一
項
、
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た
届
出
書
に
記
載
さ
れ



た
場
所
（
汚
染
土
壌
を
試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
た
め
に
当
該
運
搬
を
行
う
場
合
は
、
当
該
試
験
研
究
を
行
う
施
設
で
あ

っ
て
、
当
該
汚
染
土
壌
若
し
く
は
特
定
有
害
物
質
の
拡
散
防
止
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
施
設
又
は
汚
染
土
壌
処
理
施
設

）
以
外
の
場
所
で
行
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

十
一

汚
染
土
壌
の
引
渡
し
は
、
法
第
十
六
条
第
一
項
、
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た
届
出
書
に
記
載
さ

れ
た
者
（
汚
染
土
壌
を
試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
た
め
に
当
該
運
搬
を
行
う
場
合
は
、
当
該
試
験
研
究
を
行
う
者
又
は
汚

染
土
壌
処
理
業
者
）
以
外
に
行
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

十
二

汚
染
土
壌
の
運
搬
は
、
要
措
置
区
域
等
外
へ
の
搬
出
の
日
（
汚
染
土
壌
処
理
業
に
関
す
る
省
令
第
五
条
第
十
七
号
ロ

及
び
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
号
の
汚
染
土
壌
処
理
施
設
外
へ
の
搬
出
の
日
）
か
ら

三
十
日
以
内
に
終
了
す
る
こ
と
。

十
三

管
理
票
の
交
付
又
は
回
付
を
受
け
た
者
は
、
管
理
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
に
誤
り
が
な
い
か
ど
う
か
を
確
認
し

、
当
該
管
理
票
に
運
搬
の
用
に
供
し
た
自
動
車
等
の
番
号
及
び
運
搬
を
担
当
し
た
者
の
氏
名
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
。

十
四

管
理
票
の
交
付
又
は
回
付
を
受
け
た
者
は
、
汚
染
土
壌
を
引
き
渡
す
と
き
は
、
交
付
又
は
回
付
を
受
け
た
管
理
票
に



汚
染
土
壌
を
引
き
渡
し
た
年
月
日
を
記
載
し
、
引
渡
し
の
相
手
方
に
対
し
当
該
管
理
票
を
回
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
五

当
該
汚
染
土
壌
の
運
搬
を
他
人
に
委
託
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

（
管
理
票
の
交
付
）

第
六
十
六
条

法
第
二
十
条
第
一
項
の
管
理
票
の
交
付
は
、
次
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

第
六
十
四
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
た
管
理
票
の
写
し
の
原
本
を
交
付
す
る
こ
と
。

二

運
搬
の
用
に
供
す
る
自
動
車
等
ご
と
に
交
付
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
の
自
動
車
等
で
運
搬
す
る
汚
染
土
壌
の
運
搬
先

が
二
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
運
搬
先
ご
と
に
交
付
す
る
こ
と
。

三

交
付
し
た
管
理
票
の
控
え
を
、
運
搬
受
託
者
（
処
理
受
託
者
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
処
理
受
託
者
）
か
ら
管

理
票
の
写
し
の
送
付
が
あ
る
ま
で
の
間
保
管
す
る
こ
と
。

（
管
理
票
の
記
載
事
項
等
）

第
六
十
七
条

法
第
二
十
条
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

管
理
票
の
交
付
年
月
日
及
び
交
付
番
号

二

氏
名
又
は
名
称
、
住
所
及
び
連
絡
先
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名



三

当
該
要
措
置
区
域
等
の
所
在
地

四

法
人
に
あ
っ
て
は
、
管
理
票
の
交
付
を
担
当
し
た
者
の
氏
名

五

運
搬
受
託
者
の
住
所
及
び
連
絡
先

六

運
搬
の
際
、
積
替
え
を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
積
替
え
を
行
う
場
所
の
名
称
及
び
所
在
地

七

保
管
施
設
の
所
在
地
並
び
に
所
有
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
連
絡
先

八

処
理
受
託
者
の
住
所
及
び
連
絡
先

九

当
該
委
託
に
係
る
汚
染
土
壌
の
処
理
を
行
う
汚
染
土
壌
処
理
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

十

当
該
委
託
に
係
る
汚
染
土
壌
の
荷
姿

２

管
理
票
の
様
式
は
、
様
式
第
十
九
の
と
お
り
と
す
る
。

（
運
搬
受
託
者
の
記
載
事
項
）

第
六
十
八
条

法
第
二
十
条
第
三
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

運
搬
を
担
当
し
た
者
の
氏
名

二

運
搬
の
用
に
供
し
た
自
動
車
等
の
番
号



三

汚
染
土
壌
を
引
き
渡
し
た
年
月
日

四

運
搬
を
行
っ
た
区
間

五

当
該
委
託
に
係
る
汚
染
土
壌
の
重
量

（
運
搬
受
託
者
の
管
理
票
交
付
者
へ
の
送
付
期
限
）

第
六
十
九
条

法
第
二
十
条
第
三
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
運
搬
を
終
了
し
た
日
か
ら
十
日
と
す
る
。

（
処
理
受
託
者
の
記
載
事
項
）

第
七
十
条

法
第
二
十
条
第
四
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

当
該
委
託
に
係
る
汚
染
土
壌
の
引
渡
し
を
受
け
た
者
の
氏
名

二

処
理
を
担
当
し
た
者
の
氏
名

三

処
理
を
終
了
し
た
年
月
日

四

処
理
の
方
法

（
処
理
受
託
者
の
管
理
票
交
付
者
へ
の
送
付
期
限
）

第
七
十
一
条

法
第
二
十
条
第
四
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
処
理
を
終
了
し
た
日
か
ら
十
日
と
す
る
。



（
管
理
票
交
付
者
の
管
理
票
の
写
し
の
保
存
期
間
）

第
七
十
二
条

法
第
二
十
条
第
五
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
五
年
と
す
る
。

（
管
理
票
の
写
し
の
送
付
を
受
け
る
ま
で
の
期
間
）

第
七
十
三
条

法
第
二
十
条
第
六
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

号
に
定
め
る
期
間
と
す
る
。

一

法
第
二
十
条
第
第
三
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
管
理
票
の
写
し
の
送
付

管
理
票
の
交
付
の
日
か
ら
四
十
日

二

法
第
二
十
条
第
四
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
管
理
票
の
規
定
に
よ
る
管
理
票
の
写
し
の
送
付

管
理
票
の
交
付
の
日
か
ら

百
日

（
汚
染
土
壌
の
運
搬
又
は
処
理
の
状
況
の
届
出
）

第
七
十
四
条

法
第
二
十
条
第
六
項
の
届
出
は
、
様
式
第
二
十
に
よ
る
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
運
搬
受
託
者
の
管
理
票
の
保
存
期
間
）

第
七
十
五
条

法
第
二
十
条
第
七
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
五
年
と
す
る
。

（
処
理
受
託
者
の
管
理
票
の
写
し
の
保
存
期
間
）



第
七
十
六
条

法
第
二
十
条
第
八
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
五
年
と
す
る
。

第
三
十
五
条
中
「
前
条
の
」
を
「
第
四
十
八
条
第
二
項
及
び
前
条
第
一
項
の
」
に

「
第
九
条
第
三
項
」
を
「
第
十
二
条
第

、

三
項
」
に

「
前
条
第
一
項
第
七
号
」
を
「
第
四
十
八
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
」
と
あ
り

、

、
及
び
前
条
第
一
項
第
二
号
中
「
変
更
を
し
て
い
る
」
と
あ
る
の
は
「
変
更
を
し
た
」
と
、
同
項
第
五
号
」
に

「

「
完
了

、

、

日
」
と
」
を
「

完
了
日
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
二
条
と
す
る
。

「

第
三
十
四
条
第
一
項
中
「
第
九
条
第
二
項
」
を
「
第
十
二
条
第
二
項
」
に

「
様
式
第
六
」
を
「
様
式
第
十
」
に
改
め
、
同

、

項
第
一
号
中
「
法
人
に
あ
っ
て
は
」
を
「
法
人
に
あ
っ
て
は

」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
行
う
指
定
区
域
」
を
「
し
て
い

、

る
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
及
び
第
五
号
を
削
り
、
同
項
第
六
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
七

号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

第
四
十
八
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
第
一
号
及
び

第
二
号
中
「
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
」
と
あ
る
の
は

「
変
更
を
し
て
い
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

、

第
三
十
四
条
を
第
五
十
一
条
と
す
る
。

第
三
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



（
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
内
に
お
け
る
土
地
の
形
質
の
変
更
の
届
出
を
要
し
な
い
通
常
の
管
理
行
為
、
軽
易
な
行
為
そ

の
他
の
行
為
）

第
三
十
三
条

第
四
十
三
条
の
規
定
は
、
法
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
三
条
第
一
号
イ
及
び
同
条
第
二
号
中
「
指
示
措
置
等
」
と
あ
る
の
は
「
汚
染
の
除
去
等
の
措
置

」
と
、
同
条
第
三
号
中
「
要
措
置
区
域
」
と
あ
る
の
は
「
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

第
四
十
四
条
の
規
定
は
、
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
三
条
第
一
号
ロ
の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
四
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
、
第
二
項
第
二
号
並
び
に
第
五
項
中
「
要
措
置

区
域
」
と
あ
る
の
は

「
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

、

３

第
四
十
五
条
（
同
条
第
三
項
第
三
号
を
除
く

）
の
規
定
は
、
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
三
条
第
二
号
の
確
認

。

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
五
条
第
一
項
第
二
号
中
「
指
示
措
置
等
」
と

あ
る
の
は
「
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
」
と
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
要
措
置
区
域
」
と
あ
る
の
は
「
形
質
変
更
時
要
届
出

区
域
」
と
、
同
条
第
三
項
第
一
号
中
「
指
示
措
置
等
」
と
あ
る
の
は
「
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。



４

第
四
十
六
条
の
規
定
は
、
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
三
条
第
三
号
の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
六
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
七
号
中
「
要
措
置
区
域
」
と
あ
る
の
は

「
形
質
変

、

更
時
要
届
出
区
域
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５

第
四
十
三
条
第
一
号
ロ
の
確
認
に
係
る
要
措
置
区
域
が
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
と

し
て
指
定
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
は
、
第
一
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
三

条
第
一
号
ロ
の
確
認
に
係
る
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
と
み
な
す
。

６

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
三
条
第
一
号
ロ
の
確
認
に
係
る
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
が
法
第
六
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
要
措
置
区
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
要
措
置
区
域
は
、
第
四
十
三
条
第
一
号
ロ
の
確
認
に

係
る
要
措
置
区
域
と
み
な
す
。

第
三
十
三
条
を
第
五
十
条
と
す
る
。

第
三
十
二
条
中
「
第
九
条
第
一
項
本
文
」
を
「
第
十
二
条
第
一
項
本
文
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
法
人
に
あ
っ
て
は
」

を
「
法
人
に
あ
っ
て
は

」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
指
定
区
域
」
を
「
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
」
に
改
め
、
同
条
第
三

、

号
及
び
第
四
号
を
削
り
、
同
条
第
五
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
条
を
第
四
十
九
条
と
す
る
。



第
三
十
一
条
の
見
出
し
中
「
土
地
」
を
「
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
内
に
お
け
る
土
地
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
九

条
第
一
項
」
を
「
第
十
二
条
第
一
項
」
に

「
様
式
第
六
」
を
「
様
式
第
十
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
届
出
」
を
「
届
出

、

書
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
指
定
区
域
」
を
「
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
八
条

と
す
る
。

第
三
十
条
中
「
自
ら
」
を
「
都
道
府
県
知
事
が
、
自
ら
」
に

「
が
措
置
を
講
ず
る
場
合
は
、
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
は
、

、

第
二
十
三
条
か
ら
第
二
十
八
条
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
第
五
条
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
地
下
水
の

水
質
の
測
定
、
同
号
ロ
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
立
入
禁
止
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
土
地
の
所
有
者
等
が
第
二
十
三
条

か
ら
第
二
十
八
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
求
め
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い

」
を
「
に
対
し
、
法
第

。

七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
要
措
置
区
域
に
お
い
て
講
ず
べ
き
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
を
示
す
と
き
は
、
第
三
十
九
条
及

び
第
四
十
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
要
措
置
区
域
内
の
土
地
の
土
壌
の
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
状
態
が
土
壌
溶
出

量
基
準
に
適
合
し
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
別
表
第
五
の
一
の
項
に
規
定
す
る
地
下
水
の
水
質
の
測
定
、
当
該
要
措
置
区
域
内
の

土
地
の
土
壌
の
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
状
態
が
土
壌
含
有
量
基
準
に
適
合
し
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
同
表
の
七
の
項
に
規

定
す
る
立
入
禁
止
を
示
す
も
の
と
す
る

」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
二
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
五
条
を
加
え
る
。

。



（
要
措
置
区
域
内
に
お
け
る
土
地
の
形
質
の
変
更
の
禁
止
の
例
外
）

第
四
十
三
条

法
第
九
条
第
二
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

一

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
行
為

イ

指
示
措
置
等
を
講
ず
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
構
造
物
に
変
更
を
加
え
る
こ
と
。

ロ

土
地
の
形
質
の
変
更
で
あ
っ
て
、
そ
の
対
象
と
な
る
土
地
の
面
積
の
合
計
が
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
り
、
か
つ

、
そ
の
深
さ
が
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
（
地
表
か
ら
一
定
の
深
さ
ま
で
に
帯
水
層
（
そ
の
中
に
あ
る
地
下
水
が
飲

用
に
適
さ
な
い
も
の
と
し
て
環
境
大
臣
が
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
ハ
に
お
い
て
同
じ

）
が
な
い
旨

。

の
都
道
府
県
知
事
の
確
認
を
受
け
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
一
定
の
深
さ
よ
り
一
メ
ー
ト
ル
浅
い
深
さ
以
上
）
で
あ

る
こ
と
。

ハ

土
地
の
形
質
の
変
更
で
あ
っ
て
、
そ
の
深
さ
が
三
メ
ー
ト
ル
以
上
（
ロ
の
都
道
府
県
知
事
の
確
認
を
受
け
た
場
合
に

あ
っ
て
は
、
当
該
一
定
の
深
さ
よ
り
一
メ
ー
ト
ル
浅
い
深
さ
以
上
）
で
あ
る
こ
と
。

二

指
示
措
置
等
と
一
体
と
し
て
行
わ
れ
る
土
地
の
形
質
の
変
更
で
あ
っ
て
、
そ
の
施
行
方
法
が
環
境
大
臣
が
定
め
る
基
準

に
適
合
す
る
旨
の
都
道
府
県
知
事
の
確
認
を
受
け
た
も
の



三

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
要
措
置
区
域
内
に
お
け
る
土
地
の
形
質
の
変
更
で
あ
っ
て
、
そ
の
施
行
方
法
が
前
号
の
環

境
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
旨
の
都
道
府
県
知
事
の
確
認
を
受
け
た
も
の

イ

別
表
第
五
の
一
の
項
の
上
欄
に
掲
げ
る
土
地
に
該
当
す
る
要
措
置
区
域
で
あ
っ
て
、
地
下
水
の
水
質
の
測
定
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
も
の

ロ

別
表
第
五
の
一
の
項
か
ら
四
の
項
ま
で
及
び
六
の
項
の
上
欄
に
掲
げ
る
土
地
（
同
表
の
一
の
項
の
上
欄
に
掲
げ
る
土

地
に
あ
っ
て
は
、
土
壌
の
第
三
種
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
状
態
が
第
二
溶
出
量
基
準
に
適
合
し
な
い
土
地
を
除
く
。

）
に
該
当
す
る
要
措
置
区
域
で
あ
っ
て
、
原
位
置
封
じ
込
め
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
（
別
表
第
六
の
二
の
項
の
下
欄

に
掲
げ
る
原
位
置
封
じ
込
め
に
係
る
工
程
の
う
ち
、
ト
及
び
チ
以
外
の
工
程
が
完
了
し
て
い
る
も
の
に
限
る

）
。

ハ

別
表
第
五
の
一
の
項
か
ら
四
の
項
ま
で
及
び
六
の
項
の
上
欄
に
掲
げ
る
土
地
（
同
表
の
一
の
項
の
上
欄
に
掲
げ
る
土

地
に
あ
っ
て
は
、
土
壌
の
第
三
種
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
状
態
が
第
二
溶
出
量
基
準
に
適
合
し
な
い
土
地
を
除
く
。

）
に
該
当
す
る
要
措
置
区
域
で
あ
っ
て
、
遮
水
工
封
じ
込
め
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
（
別
表
第
六
の
三
の
項
の
下
欄

に
掲
げ
る
遮
水
工
封
じ
込
め
に
係
る
工
程
の
う
ち
、
ト
及
び
チ
以
外
の
工
程
が
完
了
し
て
い
る
も
の
に
限
る

）
。

ニ

別
表
第
五
の
一
の
項
か
ら
六
の
項
ま
で
の
上
欄
に
掲
げ
る
土
地
に
該
当
す
る
要
措
置
区
域
で
あ
っ
て
、
地
下
水
汚
染



の
拡
大
の
防
止
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の

ホ

土
壌
汚
染
の
除
去
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
要
措
置
区
域
（
別
表
第
六
の
五
の
項
の
下
欄
第
一
号
に
掲
げ
る
基
準
不
適
合

土
壌
の
掘
削
に
よ
る
除
去
に
係
る
工
程
の
う
ち
、
ハ
以
外
の
工
程
が
完
了
し
て
い
る
も
の
、
又
は
同
欄
第
二
号
に
掲
げ

る
原
位
置
で
の
浄
化
に
よ
る
除
去
に
係
る
工
程
の
う
ち
、
ハ
以
外
の
工
程
が
完
了
し
て
い
る
も
の
に
限
る

）
。

ヘ

別
表
第
五
の
一
の
項
及
び
三
の
項
か
ら
六
の
項
ま
で
の
上
欄
に
掲
げ
る
土
地
（
同
表
の
一
の
項
の
上
欄
に
掲
げ
る
土

地
に
あ
っ
て
は
、
土
壌
の
第
一
種
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
状
態
が
土
壌
溶
出
量
基
準
に
適
合
し
な
い
土
地
を
除
く
。

）
に
該
当
す
る
要
措
置
区
域
で
あ
っ
て
、
遮
断
工
封
じ
込
め
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
（
別
表
第
六
の
六
の
項
の
下
欄

に
掲
げ
る
遮
断
工
封
じ
込
め
に
係
る
工
程
の
う
ち
、
チ
及
び
リ
以
外
の
工
程
が
完
了
し
て
い
る
も
の
に
限
る

）
。

ト

別
表
第
五
の
一
の
項
及
び
四
の
項
の
上
欄
に
掲
げ
る
土
地
（
同
表
の
一
の
項
の
上
欄
に
掲
げ
る
土
地
に
あ
っ
て
は
、

土
壌
の
第
一
種
特
定
有
害
物
質
又
は
第
三
種
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
状
態
が
土
壌
溶
出
量
基
準
に
適
合
し
な
い
土

地
及
び
土
壌
の
第
二
種
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
状
態
が
第
二
溶
出
量
基
準
に
適
合
し
な
い
土
地
を
除
く

）
に
該

。

当
す
る
要
措
置
区
域
で
あ
っ
て
、
不
溶
化
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
（
別
表
第
六
の
七
の
項
の
下
欄
第
一
号
に
掲
げ
る

原
位
置
不
溶
化
に
係
る
工
程
の
う
ち
、
ホ
以
外
の
工
程
が
完
了
し
て
い
る
も
の
、
又
は
同
欄
第
二
号
に
掲
げ
る
不
溶
化



埋
め
戻
し
に
係
る
工
程
の
う
ち
、
ホ
以
外
の
工
程
が
完
了
し
て
い
る
も
の
に
限
る

）
。

（
帯
水
層
の
深
さ
に
係
る
確
認
の
申
請
）

第
四
十
四
条

前
条
第
一
号
ロ
の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
七
に
よ
る
申
請
書

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

要
措
置
区
域
の
所
在
地

三

要
措
置
区
域
の
う
ち
地
下
水
位
を
観
測
す
る
た
め
の
井
戸
を
設
置
し
た
地
点
及
び
当
該
地
点
に
当
該
井
戸
を
設
置
し
た

理
由

四

前
号
の
地
下
水
位
の
観
測
の
結
果

五

観
測
さ
れ
た
地
下
水
位
の
う
ち
最
も
浅
い
も
の
に
お
け
る
地
下
水
を
含
む
帯
水
層
の
深
さ

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

前
項
第
三
号
の
井
戸
の
構
造
図

二

前
項
第
三
号
の
井
戸
を
設
置
し
た
地
点
を
明
ら
か
に
し
た
当
該
要
措
置
区
域
の
図
面



三

前
項
第
五
号
の
帯
水
層
の
深
さ
を
定
め
た
理
由
を
説
明
す
る
書
類

３

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
同
項
第
三
号
の
井
戸
を
設
置
し
た
地
点
及
び
当
該
地
点
に
当
該

井
戸
を
設
置
し
た
理
由
並
び
に
同
項
第
四
号
の
観
測
の
結
果
か
ら
み
て
前
項
第
三
号
の
帯
水
層
の
深
さ
を
定
め
た
理
由
が
相

当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
、
前
条
第
一
号
ロ
の
確
認
を
す
る
も
の
と
す
る
。

４

都
道
府
県
知
事
は
、
前
条
第
一
号
ロ
の
確
認
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
確
認
に
係
る
地
下
水
位
及
び
帯
水
層
の
深
さ

の
変
化
を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
確
認
に
、
当
該
地
下
水
位
及
び
帯
水
層
の
深
さ
を

都
道
府
県
知
事
に
定
期
的
に
報
告
す
る
こ
と
そ
の
他
の
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

都
道
府
県
知
事
は
、
前
条
第
一
号
ロ
の
確
認
を
し
た
後
に
お
い
て
、
前
項
の
報
告
そ
の
他
の
資
料
に
よ
り
当
該
確
認
に
係

る
要
措
置
区
域
に
お
い
て
当
該
確
認
に
係
る
深
さ
ま
で
帯
水
層
が
存
在
し
な
い
と
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
き
又
は
前
項
の

報
告
が
な
か
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
確
認
を
取
り
消
し
、
そ
の
旨
を
当
該
確
認
を
受
け
た
者
に
通
知
す
る
も
の
と

す
る
。

（
土
地
の
形
質
の
変
更
に
係
る
確
認
の
申
請
）

第
四
十
五
条

第
四
十
三
条
第
二
号
の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
八
に
よ
る
申



請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

土
地
の
形
質
の
変
更
（
当
該
土
地
の
形
質
の
変
更
と
一
体
と
し
て
行
わ
れ
る
指
示
措
置
等
を
含
む
。
次
号
を
除
き
、
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ

）
を
行
う
要
措
置
区
域
の
所
在
地

。

三

土
地
の
形
質
の
変
更
の
種
類

四

土
地
の
形
質
の
変
更
の
場
所

五

土
地
の
形
質
の
変
更
の
施
行
方
法

六

土
地
の
形
質
の
変
更
の
着
手
予
定
日
及
び
完
了
予
定
日

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
場
所
を
明
ら
か
に
し
た
要
措
置
区
域
の
図
面

二

土
地
の
形
質
の
変
更
の
施
行
方
法
を
明
ら
か
に
し
た
平
面
図
、
立
面
図
及
び
断
面
図

３

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
申
請
に
係
る
土
地
の
形
質
の
変
更
が
次
の
要
件
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
、
第
四
十
三
条
第
二
号
の
確
認
を
す
る
も
の
と
す
る
。



一

当
該
申
請
に
係
る
土
地
の
形
質
の
変
更
と
そ
れ
と
一
体
と
し
て
行
わ
れ
る
指
示
措
置
等
と
の
間
に
一
体
性
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
。

二

当
該
申
請
に
係
る
土
地
の
形
質
の
変
更
の
施
行
方
法
が
第
四
十
三
条
第
二
号
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て

い
る
こ
と
。

三

当
該
申
請
に
係
る
土
地
の
形
質
の
着
手
予
定
日
及
び
完
了
予
定
日
が
法
第
七
条
第
一
項
の
期
限
に
照
ら
し
て
適
当
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

（
土
地
の
形
質
の
変
更
の
施
行
方
法
に
係
る
確
認
の
申
請
）

第
四
十
六
条

第
四
十
三
条
第
三
号
の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
九
に
よ
る
申

請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

土
地
の
形
質
の
変
更
を
行
う
要
措
置
区
域
の
所
在
地

三

土
地
の
形
質
の
変
更
の
種
類

四

土
地
の
形
質
の
変
更
の
場
所



五

土
地
の
形
質
の
変
更
の
施
行
方
法

六

土
地
の
形
質
の
変
更
の
着
手
予
定
日
及
び
完
了
予
定
日

七

土
地
の
形
質
の
変
更
を
行
う
要
措
置
区
域
に
お
い
て
講
じ
ら
れ
て
い
る
汚
染
の
除
去
等
の
措
置

２

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
申
請
に
係
る
土
地
の
形
質
の
変
更
の
施
行
方
法
が
第
四
十
三

条
第
二
号
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
、
同
条
第
三
号
の
確
認
を
す
る
も
の

と
す
る
。

（
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
の
指
定
の
公
示
）

第
四
十
七
条

法
第
十
一
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
道
府
県
が
行
う
形
質
変
更
時

要
届
出
区
域
（
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
を
い
う
。
以
下
同
じ

）
の
指
定
及
び
そ
の
解

。

除
の
公
示
は
、
当
該
指
定
及
び
そ
の
解
除
を
す
る
旨
、
当
該
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
、
当
該
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
に

お
い
て
土
壌
の
汚
染
状
態
が
土
壌
溶
出
量
基
準
又
は
土
壌
含
有
量
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類
並
び
に

指
定
の
解
除
の
公
示
の
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
に
お
い
て
講
じ
ら
れ
た
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
を

明
示
し
て
、
都
道
府
県
又
は
令
第
八
条
に
規
定
す
る
市
の
公
報
に
掲
載
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当



該
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
の
明
示
に
つ
い
て
は
、
第
三
十
二
条
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
二
十
九
条
中
「
第
二
十
三
条
か
ら
前
条
」
を
「
前
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
一
条
と
す
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
地
下
水
」
を
「
別
表
第
五
の
一
の
項
に
規
定
す
る
地
下
水
」
に

「
土
壌
汚
染
の
除
去
、
原
位
置

、

封
じ
込
め
、
遮
水
工
封
じ
込
め
、
原
位
置
不
溶
化
、
不
溶
化
埋
め
戻
し
、
遮
断
工
封
じ
込
め
、
土
壌
入
換
え
、
盛
土
、
舗
装
及

び
立
入
禁
止
」
を
「
同
表
の
二
の
項
に
規
定
す
る
原
位
置
封
じ
込
め
、
遮
水
工
封
じ
込
め
、
地
下
水
汚
染
の
拡
大
の
防
止
及
び

土
壌
汚
染
の
除
去
、
同
表
の
三
の
項
に
規
定
す
る
遮
断
工
封
じ
込
め
、
同
表
の
四
の
項
に
規
定
す
る
不
溶
化
、
同
表
の
七
の
項

に
規
定
す
る
舗
装
及
び
立
入
禁
止
、
同
表
の
八
の
項
に
規
定
す
る
土
壌
入
換
え
並
び
に
同
表
の
九
の
項
に
規
定
す
る
盛
土
」
に

「
別
表
第
五
」
を
「
別
表
第
六
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
を
第
四
十
条
と
す
る
。

、
第
二
十
四
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
を
削
る
。

第
二
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
）

第
二
十
三
条

別
表
第
五
の
上
欄
に
掲
げ
る
土
地
に
お
い
て
講
ず
べ
き
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に

定
め
る
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
と
す
る
。



第
二
十
三
条
を
第
三
十
九
条
と
す
る
。

第
二
十
二
条
の
見
出
し
中
「
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
の
実
施
」
を
「
指
示
措
置
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
七
条
第
四
項
」

を
「
第
七
条
第
六
項
」
に

「
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
の
実
施
」
を
「
指
示
措
置
等
」
に

「
第
三
十
条
」
を
「
第
四
十
二
条

、

、

」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
八
条
と
す
る
。

第
二
十
一
条
の
見
出
し
中
「
措
置
命
令
」
を
「
指
示
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
七
条
第
二
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項

た
だ
し
書
」
に

「
命
令
」
を
「
指
示
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

、

２

法
第
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
指
示
は
、
二
以
上
の
者
に
対
し
て
行
う
場
合
に
は
、
当
該
二
以
上
の
者
が
当
該

土
地
の
土
壌
の
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
を
生
じ
さ
せ
た
と
認
め
ら
れ
る
程
度
に
応
じ
て
講
ず
べ
き
汚
染
の
除
去
等
の
措

置
を
定
め
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３

前
条
の
規
定
は
、
法
第
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
指
示
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第

三
項
中
「
当
該
土
地
の
所
有
者
等
」
と
あ
る
の
は

「
当
該
土
壌
汚
染
を
生
じ
さ
せ
る
行
為
を
し
た
者
」
と
読
み
替
え
る
も

、

の
と
す
る
。

第
二
十
一
条
を
第
三
十
四
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。



（
指
示
事
項
）

第
三
十
五
条

法
第
七
条
第
二
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
土
地
の
場
所
及
び
期

限
と
す
る
。

（
指
示
措
置
と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
）

第
三
十
六
条

法
第
七
条
第
三
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
は
、
別
表
第
五
の
上
欄
に
掲
げ
る
土
地
の
区

分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
と
す
る
。

（
指
示
措
置
等
を
講
ず
べ
き
旨
の
命
令
）

第
三
十
七
条

法
第
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
命
令
は
、
相
当
の
履
行
期
限
を
定
め
て
、
書
面
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
十
条
を
削
る
。

第
十
九
条
の
見
出
し
中
「
指
定
区
域
」
を
「
要
措
置
区
域
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
五
条
第
二
項
」
を
「
第
六
条
第
二
項
」

に

「
の
指
定
区
域
」
を
「
の
要
措
置
区
域
」
に

「
指
定
区
域
を
」
を
「
要
措
置
区
域
を
」
に

「
並
び
に
当
該
指
定
区
域
及

、

、

、

び
当
該
指
定
区
域
」
を
「
、
当
該
要
措
置
区
域
、
当
該
要
措
置
区
域
」
に

「
前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
基
準
」
を
「
土
壌

、

溶
出
量
基
準
又
は
土
壌
含
有
量
基
準
」
に

「
名
称
」
を
「
種
類
及
び
当
該
要
措
置
区
域
に
お
い
て
講
ず
べ
き
指
示
措
置
（
法

、



第
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
指
示
措
置
を
い
う

（
法
第
六
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
要
措

。
）

置
区
域
に
お
い
て
講
じ
ら
れ
た
指
示
措
置
等
（
法
第
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
指
示
措
置
等
を
い
う
。
以
下
同
じ

」
に
、

。
）
）

「
第
十
条
」
を
「
第
八
条
」
に

「
当
該
指
定
区
域
の
」
を
「
当
該
要
措
置
区
域
の
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
二
条
と
し
、

、

同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
要
措
置
区
域
内
の
土
地
の
所
有
者
等
に
対
す
る
指
示
）

第
三
十
三
条

法
第
七
条
第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
指
示
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

汚
染
の
除
去
等
の
措
置
（
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
を
い
う
。
以
下
同
じ

）
を
講
ず
べ

。

き
土
地
の
場
所

二

要
措
置
区
域
に
お
い
て
講
ず
べ
き
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
及
び
そ
の
理
由

三

汚
染
の
除
去
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
期
限

２

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
土
地
の
場
所
は
、
当
該
土
地
若
し
く
は
そ
の
周
辺
の
土
地
の
土
壌
又
は
当
該
土
地
若
し
く
は
そ
の

周
辺
の
土
地
に
あ
る
地
下
水
の
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
状
態
等
を
勘
案
し
、
人
の
健
康
に
係
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め

必
要
な
限
度
に
お
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。



３

第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
期
限
は
、
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
土
地
の
場
所
、
当
該
土
地
の
土
壌
の
特
定
有
害

物
質
に
よ
る
汚
染
状
態
、
当
該
土
地
の
所
有
者
等
の
経
理
的
基
礎
及
び
技
術
的
能
力
等
を
勘
案
し
、
相
当
な
も
の
と
な
る
よ

う
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
十
八
条
の
見
出
し
中
「
指
定
区
域
」
を
「
区
域
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
五
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
第

一
号
」
に

「
第
五
条
第
三
項
第
四
号
」
を
「
第
六
条
第
三
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
五
条
第
一
項
」
を
「

、

第
六
条
第
一
項
第
一
号
」
に

「
第
五
条
第
四
項
第
二
号
」
を
「
第
六
条
第
四
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
一
条
と

、

す
る
。

第
十
七
条
を
第
三
十
条
と
し
、
第
十
六
条
を
第
二
十
九
条
と
す
る
。

第
十
五
条
の
見
出
し
中
「
土
地
の
基
準
」
を
「
土
地
の
土
壌
の
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
状
態
に
係
る
基
準
」
に
改
め
、

同
条
第
一
項
中
「
第
十
八
条
第
一
項
の
基
準
」
を
「
土
壌
溶
出
量
基
準
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
八
条
第
二
項
の
基

準
」
を
「
土
壌
含
有
量
基
準
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
八
条
と
す
る
。

第
十
四
条
第
三
号
中
「
同
条
第
一
項
」
を
「
法
第
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
八
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
九

条
を
加
え
る
。



（
法
第
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
確
認
に
係
る
土
地
の
利
用
の
方
法
の
変
更
の
届
出
）

第
十
九
条

法
第
三
条
第
四
項
の
届
出
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
五
に
よ
る
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の

と
す
る
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

法
第
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
確
認
に
係
る
土
地
の
所
在
地
及
び
当
該
確
認
を
受
け
た
年
月
日

三

利
用
の
方
法
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
場
所

四

当
該
変
更
後
の
当
該
確
認
に
係
る
土
地
の
利
用
の
方
法

（
法
第
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
確
認
の
取
消
し
を
行
う
場
所
）

第
二
十
条

法
第
三
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
確
認
の
取
消
し
は
、
前
条
第
三
号
の
土
地
の
場
所
に

つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
法
第
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
確
認
の
取
消
し
の
通
知
）

第
二
十
一
条

都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
三
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
確
認
を
取
り
消
し
た
と
き
は

、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
当
該
確
認
に
係
る
土
地
の
所
有
者
等
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。



（
土
地
の
形
質
の
変
更
の
届
出
の
対
象
と
な
る
土
地
の
規
模
）

第
二
十
二
条

法
第
四
条
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
規
模
は
、
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

（
土
地
の
形
質
の
変
更
の
届
出
）

第
二
十
三
条

法
第
四
条
第
一
項
の
届
出
は
、
様
式
第
六
に
よ
る
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
届
出
に
は
、
次
に
掲
げ
る
図
面
及
び
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

土
地
の
形
質
の
変
更
（
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
土
地
の
形
質
の
変
更
を
い
う
。
以
下
同
じ

）
を
し
よ
う
と
す

。

る
場
所
を
明
ら
か
に
し
た
図
面

二

土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
当
該
土
地
の
所
有
者
等
で
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
土
地
の
所
有
者

等
の
当
該
土
地
の
形
質
の
変
更
の
実
施
に
つ
い
て
の
同
意
書

第
二
十
四
条

法
第
四
条
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

土
地
の
形
質
の
変
更
の
対
象
と
な
る
土
地
の
所
在
地

三

土
地
の
形
質
の
変
更
の
規
模



（
土
地
の
形
質
の
変
更
の
届
出
を
要
し
な
い
行
為
）

第
二
十
五
条

法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

一

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
行
為

イ

土
壌
を
当
該
土
地
の
形
質
の
変
更
の
対
象
と
な
る
土
地
の
区
域
外
へ
搬
出
す
る
こ
と
。

ロ

土
壌
の
飛
散
又
は
流
出
を
伴
う
土
地
の
形
質
の
変
更
を
行
う
こ
と
。

ハ

土
地
の
形
質
の
変
更
に
係
る
部
分
の
深
さ
が
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二

農
業
を
営
む
た
め
に
通
常
行
わ
れ
る
行
為
で
あ
っ
て
、
前
号
イ
に
該
当
し
な
い
も
の

三

林
業
の
用
に
供
す
る
作
業
路
網
の
整
備
で
あ
っ
て
、
第
一
号
イ
に
該
当
し
な
い
も
の

四

鉱
山
関
係
の
土
地
に
お
い
て
行
わ
れ
る
土
地
の
形
質
の
変
更

（
特
定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
土
地
の
基
準
）

第
二
十
六
条

法
第
四
条
第
二
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

土
壌
の
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
状
態
が
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
な
い
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
土
地
で
あ
る
こ
と
。



二

特
定
有
害
物
質
又
は
特
定
有
害
物
質
を
含
む
固
体
若
し
く
は
液
体
が
埋
め
ら
れ
、
飛
散
し
、
流
出
し
、
又
は
地
下
に
浸

透
し
た
土
地
で
あ
る
こ
と
。

三

特
定
有
害
物
質
を
そ
の
施
設
に
お
い
て
製
造
し
、
使
用
し
、
又
は
処
理
す
る
施
設
に
係
る
工
場
又
は
事
業
場
の
敷
地
で

あ
る
土
地
又
は
敷
地
で
あ
っ
た
土
地
で
あ
る
こ
と
。

四

特
定
有
害
物
質
又
は
特
定
有
害
物
質
を
含
む
固
体
若
し
く
は
液
体
を
そ
の
施
設
に
お
い
て
貯
蔵
し
、
又
は
保
管
す
る
施

設
（
特
定
有
害
物
質
を
含
む
液
体
の
地
下
へ
の
浸
透
の
防
止
の
た
め
の
措
置
と
し
て
環
境
大
臣
が
定
め
る
も
の
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
施
設
を
除
く

）
に
係
る
工
場
又
は
事
業
場
の
敷
地
で
あ
る
土
地
又
は
敷
地
で
あ
っ
た
土
地
で
あ
る
こ
と
。

。

五

前
三
号
に
掲
げ
る
土
地
と
同
等
程
度
に
土
壌
の
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
状
態
が
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
の
環
境

省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
土
地
で
あ
る
こ
と
。

（
特
定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
土
地
に
係
る
土
壌
汚
染
状
況
調
査
の
命
令
）

第
二
十
七
条

法
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
命
令
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

法
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
調
査
の
対
象
と
な
る
土
地
の
場
所
及
び
特
定
有
害
物
質
の
種
類
並
び
に
そ
の
理
由

二

法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
行
う
べ
き
期
限



第
十
三
条
を
第
十
七
条
と
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
様
式
第
二
」
を
「
様
式
第
三
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
法
人
に
あ
っ
て
は
」
を
「
法
人
に
あ
っ

て
は

」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
範
囲
」
を
「
場
所
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
申
請
に
係

、

る
土
地
が
次
の
各
号
」
を
「
に
係
る
同
項
第
四
号
の
土
地
の
場
所
が
次
」
に
改
め

「
限
り
」
の
下
に
「
、
当
該
土
地
の
場
所

、

に
つ
い
て
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
規
定
す
る
鉱
山
」
の
下
に
「

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
鉱
山
」
と
い
う

」
を
加

（

。
）

え

「
鉱
山
の
う
ち
」
を
「
鉱
山
の
敷
地
で
あ
っ
た
土
地
（
」
に

「
若
し
く
は
同
法
」
を
「
又
は
同
法
」
に

「
土
壌
汚
染
」

、

、

、

を
「
土
壌
の
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
」
に

「
の
敷
地
で
あ
っ
た
土
地
」
を
「
に
限
る

（
第
二
十
五
条
第
四
号
に
お
い

、

。
）

て
「
鉱
山
関
係
の
土
地
」
と
い
う

」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
三
項
と

。
）

し
、
同
条
第
七
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
を
第
十
六
条
と
す
る
。

第
十
一
条
中
「
第
五
条
か
ら
第
七
条
ま
で
及
び
第
九
条
」
を
「
第
六
条
か
ら
第
八
条
ま
で
及
び
第
十
条
」
に

「
行
わ
れ
て

、

い
る
」
を
「
行
わ
れ
た
」
に
改
め

「
こ
と
が
で
き
る
」
を
削
り
、
同
条
を
第
十
五
条
と
す
る
。

、

第
十
条
第
一
項
中
「
第
五
条
か
ら
第
七
条
ま
で
又
は
前
条
」
を
「
第
六
条
か
ら
第
八
条
ま
で
」
に

「
調
査
対
象
物
質
」
を

、

「
試
料
採
取
等
対
象
物
質
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
基
準
」
を
「
土
壌
溶
出
量
基
準
又



は
土
壌
含
有
量
基
準
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
七
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
八
条
第
二
項
第
二
号
」
に

「
第
十
八

、

条
第
一
項
の
基
準
」
を
「
土
壌
溶
出
量
基
準
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
を
削
り
、
同
条
第
二
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
第

三
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
三
条
第
六
項
第
一
号
」
に

「
調
査
対
象
物
質
」
を
「
試
料
採
取
等
対
象
物
質
」
に

「
第
十

、

、

八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
基
準
」
を
「
第
二
溶
出
量
基
準
又
は
土
壌
含
有
量
基
準
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
調
査
対
象

物
質
」
を
「
試
料
採
取
等
対
象
物
質
」
に
改
め

「

前
条
第
一
項
第
一
号
ロ
又
は
第
二
号
ロ
の
測
定
に
お
い
て
当
該
測
定
に

、
（

係
る
土
壌
の
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
状
態
が
第
十
八
条
第
一
項
の
基
準
に
適
合
し
な
か
っ
た
場
合
を
除
く

」
を
削
り

。
）

、
同
項
第
二
号
中
「
第
四
条
第
三
項
第
二
号
ロ
の
規
定
に
よ
り
試
料
採
取
等
の
対
象
と
さ
れ
た
」
を
「
第
四
条
第
三
項
（
同
項

第
二
号
ロ
に
係
る
部
分
に
限
る

）
の
規
定
に
よ
る
」
に

「
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
基
準
」
を
「
土
壌
溶
出
量
基

。

、

準
及
び
土
壌
含
有
量
基
準
」
に
改
め

「

前
条
第
一
項
第
一
号
ロ
又
は
第
二
号
ロ
の
測
定
に
お
い
て
当
該
測
定
に
係
る
土
壌

、
（

の
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
状
態
が
第
十
八
条
第
一
項
の
基
準
に
適
合
し
な
か
っ
た
場
合
を
除
く

」
を
削
り
、
同
項
第

。
）

三
号
中
「
第
四
条
第
三
項
第
二
号
イ
の
規
定
に
よ
り
試
料
採
取
等
の
対
象
と
さ
れ
た
」
を
「
第
四
条
第
三
項
（
同
項
第
二
号
イ

に
係
る
部
分
に
限
る

）
の
規
定
に
よ
る
」
に

「
調
査
対
象
物
質
」
を
「
試
料
採
取
等
対
象
物
質
」
に
改
め

「

前
条
第
一

。

、

、
（

項
第
一
号
ロ
又
は
第
二
号
ロ
の
測
定
に
お
い
て
当
該
測
定
に
係
る
土
壌
の
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
状
態
が
第
十
八
条
第
一



項
の
基
準
に
適
合
し
な
か
っ
た
場
合
を
除
く

」
を
削
り
、
同
項
第
四
号
中
「
第
四
条
第
三
項
第
二
号
ロ
の
規
定
に
よ
り
試

。
）

料
採
取
等
の
対
象
と
さ
れ
た
」
を
「
第
四
条
第
三
項
（
同
項
第
二
号
ロ
に
係
る
部
分
に
限
る

）
の
規
定
に
よ
る
」
に

「
第

。

、

十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
基
準
」
を
「
土
壌
溶
出
量
基
準
及
び
土
壌
含
有
量
基
準
」
に
改
め

「

前
条
第
一
項
第
一
号

、
（

ロ
又
は
第
二
号
ロ
の
測
定
に
お
い
て
当
該
測
定
に
係
る
土
壌
の
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
状
態
が
第
十
八
条
第
一
項
の
基
準

に
適
合
し
な
か
っ
た
場
合
を
除
く

」
を
削
り
、
同
項
第
五
号
中
「
第
七
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
八
条
第
二
項
第
二
号

。
）

」
に

「
第
十
八
条
第
一
項
の
基
準
」
を
「
土
壌
溶
出
量
基
準
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
四
条
と
す
る
。

、
第
九
条
の
見
出
し
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
土
壌
汚
染
に
よ
る
健
康
被
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
土
地
に
お
け
る
都
道

府
県
知
事
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
四
条
第
一
項
」
を
「
第
五
条
第
一
項
」
に

「
実
施
さ
れ
る
土
壌
汚
染
状
況
調
査

、

の
結
果
」
を
「
土
壌
汚
染
状
況
調
査
を
行
う
場
合
に
お
い
て
」
に

「
前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
を
「
前
条
」
に

「
第
十

、

、

八
条
第
一
項
の
基
準
」
を
「
土
壌
溶
出
量
基
準
又
は
第
二
溶
出
量
基
準
」
に

「
土
地
が
な
い
場
合
」
を
「
土
地
が
な
い
と
き

、

」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
イ
中
「
汚
染
土
壌
（
第
十
八
条
第
一
項
の
基
準
」
を
「
基
準
不
適
合
土
壌
（
土
壌
溶
出
量
基
準
」
に

「
調
査
対
象
物
質
」
を
「
試
料
採
取
等
対
象
物
質
」
に

「
第
五
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
六
条
第
二
項
第
二
号
」
に
改

、

、

め
、
同
号
ロ
中
「
汚
染
土
壌
」
を
「
基
準
不
適
合
土
壌
」
に

「
深
層
ま
で
の
土
壌
の
採
取
」
を
「
次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分

、



に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
土
壌
の
採
取
」
に

「
第
五
条
第
三
項
第
四
号
」
を
「
第
六
条
第
三
項
第
四
号
」
に
改
め
、

、

同
号
ロ
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

試
料
採
取
等
対
象
物
質
が
第
一
種
特
定
有
害
物
質
で
あ
る
場
合

第
八
条
第
二
項
第
一
号
の
土
壌

(1)

試
料
採
取
等
対
象
物
質
が
第
二
種
特
定
有
害
物
質
又
は
第
三
種
特
定
有
害
物
質
で
あ
る
場
合

次
に
掲
げ
る
土
壌

(2)
（

に
あ
っ
て
は
、
地
表
か
ら
深
さ
十
メ
ー
ト
ル
ま
で
に
あ
る
土
壌
に
限
る

）
。

(ｲ)
汚
染
の
お
そ
れ
が
生
じ
た
場
所
の
位
置
か
ら
深
さ
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
土
壌
（
当
該
汚
染
の
お
そ
れ

(ｲ)
が
生
じ
た
場
所
の
位
置
が
地
表
と
同
一
の
位
置
に
あ
る
場
合
又
は
当
該
汚
染
の
お
そ
れ
が
生
じ
た
場
所
の
位
置
が

明
ら
か
で
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
表
層
の
土
壌
及
び
深
さ
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま

で
の
土
壌
）

深
さ
一
メ
ー
ト
ル
か
ら
十
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
一
メ
ー
ト
ル
ご
と
の
土
壌
（
地
表
か
ら
汚
染
の
お
そ
れ
が
生
じ
た

(ﾛ)
場
所
の
位
置
の
深
さ
ま
で
の
土
壌
及
び
地
表
か
ら
深
さ
十
メ
ー
ト
ル
以
内
に
帯
水
層
の
底
面
が
あ
る
場
合
に
お
け

る
当
該
底
面
よ
り
深
い
位
置
に
あ
る
土
壌
を
除
く

）
。

帯
水
層
の
底
面
の
土
壌
（
地
表
か
ら
深
さ
十
メ
ー
ト
ル
以
内
に
帯
水
層
の
底
面
が
あ
る
場
合
に
限
る

）
。

(ﾊ)



第
九
条
第
一
項
第
二
号
イ
中
「
汚
染
土
壌
」
を
「
基
準
不
適
合
土
壌
」
に

「
第
五
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
六
条
第
二

、

項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
調
査
対
象
物
質
」
を
「
試
料
採
取
等
対
象
物
質
」
に

「
深
層
ま
で
の
土
壌
の
採
取
」
を

、

「
前
号
ロ
の
土
壌
の
採
取
」
に

「
第
五
条
第
三
項
第
四
号
」
を
「
第
六
条
第
三
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の

、

よ
う
に
改
め
る
。

２

前
項
第
一
号
ロ
又
は
第
二
号
ロ
の
測
定
に
お
い
て
当
該
測
定
に
係
る
土
壌
の
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
状
態
が
前
条
第

一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
調
査
対
象
地
の
区
域
（
次
に
掲
げ
る
単
位
区
画
の
区
域
を
除
く

）
を

。

、
当
該
試
料
採
取
等
対
象
物
質
に
つ
い
て
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
に
適
合
し
な
い
汚
染
状
態
に
あ
る
土
地
と
み
な
す
。

一

単
位
区
画
の
す
べ
て
の
区
域
が
第
三
条
第
六
項
第
一
号
に
掲
げ
る
土
地
に
分
類
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
単
位
区
画

の
区
域

二

単
位
区
画
の
中
心
（
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
調
査
実
施
者
が
把
握
し
た
情
報
に
よ
り
、
当
該
単
位
区
画
に
基
準

不
適
合
土
壌
が
存
在
す
る
お
そ
れ
が
多
い
と
認
め
ら
れ
る
部
分
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
部
分
に
お
け
る
任
意
の

地
点
。
次
項
に
お
い
て
同
じ

）
に
お
い
て
前
項
第
一
号
ロ
の
土
壌
の
採
取
を
行
い
、
採
取
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
土
壌
に

。

水
を
加
え
た
検
液
に
溶
出
す
る
当
該
調
査
対
象
物
質
の
量
を
第
六
条
第
三
項
第
四
号
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り



測
定
し
た
結
果
、
当
該
測
定
に
係
る
土
壌
の
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
状
態
が
土
壌
溶
出
量
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で

あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
単
位
区
画
の
区
域

第
九
条
第
三
項
中
「
前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
」
を
「
前
項
第
二
号
の
」
に

「
深
層
ま
で
の
土
壌
の
採
取
を
」
を
「
第

、

一
項
第
一
号
ロ
の
土
壌
の
採
取
を
」
に

「
同
項
た
だ
し
書
の
」
を
「
前
項
第
二
号
の
」
に

「
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る

、

、

深
層
ま
で
の
」
を
「
前
項
第
二
号
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
調
査
対
象
地
の
土
壌
汚
染
の
お
そ
れ
の
把
握
等
の
省
略
）

第
十
一
条

調
査
実
施
者
は
、
第
三
条
か
ら
第
八
条
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
調
査
対
象
地
の
土

壌
汚
染
の
お
そ
れ
の
把
握
、
試
料
採
取
等
を
行
う
区
画
の
選
定
及
び
試
料
採
取
等
（
次
項
に
お
い
て
「
調
査
対
象
地
の
土

壌
汚
染
の
お
そ
れ
の
把
握
等
」
と
い
う

）
を
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
調
査
対
象
地
の
土
壌
汚
染
の
お
そ
れ
の
把
握
等
を
行
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、
調
査
対
象
地
の
区
域
を

、
試
料
採
取
等
対
象
物
質
に
つ
い
て
第
二
溶
出
量
基
準
に
適
合
せ
ず
、
か
つ
、
当
該
試
料
採
取
等
対
象
物
質
に
第
二
種
特
定

有
害
物
質
が
含
ま
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
第
二
種
特
定
有
害
物
質
に
つ
い
て
土
壌
含
有
量
基
準
に
適
合
し
な
い
汚
染
状
態

に
あ
る
土
地
と
み
な
す
。



（
第
一
種
特
定
有
害
物
質
に
関
す
る
試
料
採
取
等
に
係
る
特
例
）

第
十
二
条

調
査
実
施
者
は
、
第
一
種
特
定
有
害
物
質
に
係
る
試
料
採
取
等
を
行
う
と
き
は
、
第
四
条
第
三
項
、
第
五
条
、
第

六
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
項
及
び
第
五
項
、
第
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず

、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
試
料
採
取
等
を
行
う
区
画
の
選
定
及
び
試
料
採
取
等
（
次
条
に
お
い
て
「
試
料
採
取
等
を
行
う
区

画
の
選
定
等
」
と
い
う

）
に
代
え
て
、
第
三
条
第
六
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
土
地
を
含
む
単
位
区
画
の
中
心
（

。

同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
調
査
実
施
者
が
把
握
し
た
情
報
に
よ
り
、
当
該
単
位
区
画
に
お
い
て
基
準
不
適
合
土
壌
が
存
在

す
る
お
そ
れ
が
多
い
と
認
め
ら
れ
る
部
分
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
部
分
に
お
け
る
任
意
の
地
点
）
に
お
い
て
、
当

該
第
一
種
特
定
有
害
物
質
に
係
る
試
料
採
取
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

第
八
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
試
料
採
取
等
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
試
料
採
取
等
を
行
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
条
第
二
項
第
二
号
の
測

定
に
お
い
て
当
該
測
定
に
係
る
土
壌
の
第
一
種
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
状
態
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と

き
は
、
当
該
試
料
採
取
等
の
対
象
と
さ
れ
た
単
位
区
画
（
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
条
第
二
項
第
二
号
の
測
定
に
お
い

て
当
該
測
定
に
係
る
土
壌
の
第
一
種
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
状
態
が
す
べ
て
土
壌
溶
出
量
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ



っ
た
単
位
区
画
を
除
く

）
の
区
域
を
、
当
該
第
一
種
特
定
有
害
物
質
に
つ
い
て
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
に
適
合
し
な
い

。

汚
染
状
態
に
あ
る
土
地
と
み
な
す
。

一

土
壌
溶
出
量
基
準
に
適
合
し
な
か
っ
た
と
き
（
次
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く

）

土
壌
溶
出
量
基
準

。

二

第
二
溶
出
量
基
準
に
適
合
し
な
か
っ
た
と
き

第
二
溶
出
量
基
準

（
試
料
採
取
等
を
行
う
区
画
の
選
定
等
の
省
略
）

第
十
三
条

調
査
実
施
者
は
、
第
四
条
第
三
項
及
び
第
五
条
か
ら
第
八
条
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ

る
試
料
採
取
等
を
行
う
区
画
の
選
定
等
を
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
試
料
採
取
等
を
行
う
区
画
の
選
定
等
を
行
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、
調
査
対
象
地
の
区
域
（
す
べ
て
の

区
域
が
第
三
条
第
六
項
第
一
号
に
掲
げ
る
土
地
に
分
類
さ
れ
る
単
位
区
画
の
区
域
を
除
く

）
を
、
試
料
採
取
等
対
象
物
質

。

に
つ
い
て
第
二
溶
出
量
基
準
及
び
土
壌
含
有
量
基
準
に
適
合
し
な
い
汚
染
状
態
に
あ
る
土
地
と
み
な
す
。

第
八
条
第
一
項
中
「
調
査
対
象
物
質
が
検
出
さ
れ
た
と
き
」
を
「
試
料
採
取
等
対
象
物
質
が
検
出
さ
れ
」
に

「
調
査
対
象

、

物
質
が
地
下
水
基
準
に
適
合
し
な
か
っ
た
と
き
（
」
を
「
試
料
採
取
等
対
象
物
質
が
地
下
水
基
準
に
適
合
し
な
か
っ
た
場
合
で

あ
っ
て

」
に

「
す
べ
て
第
十
八
条
第
一
項
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
っ
た
場
合
を
除
く

」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず

、

、

。
）



れ
か
に
該
当
す
る
と
き
」
に

「
単
位
区
画
」
を
「
試
料
採
取
等
区
画
（
同
号
の
測
定
に
お
い
て
当
該
測
定
に
係
る
土
壌
の
特

、

定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
状
態
が
す
べ
て
土
壌
溶
出
量
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
試
料
採
取
等
区

画
の
区
域
を
除
く

」
に

「
調
査
対
象
物
質
に
つ
い
て
第
十
八
条
第
一
項
の
基
準
」
を
「
試
料
採
取
等
対
象
物
質
に
つ
い
て

。
）

、

当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

土
壌
溶
出
量
基
準
に
適
合
し
な
か
っ
た
と
き
（
次
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く

）

土
壌
溶
出
量
基
準

。

二

別
表
第
四
の
上
欄
に
掲
げ
る
特
定
有
害
物
質
の
種
類
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
基
準
（
以
下

「
第
二
溶
出
量
基
準
」
と
い
う

）
に
適
合
し
な
か
っ
た
と
き

第
二
溶
出
量
基
準

。

第
八
条
第
二
項
中
「
第
四
条
第
三
項
第
二
号
ロ
の
規
定
に
よ
り
試
料
採
取
等
の
対
象
と
さ
れ
た
」
を
「
第
四
条
第
三
項
（
同

項
第
二
号
ロ
に
係
る
部
分
に
限
る

）
の
規
定
に
よ
る
」
に

「
第
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
基
準
に
適
合
し
な
か
っ
た

。

、

」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
」
に

「
調
査
対
象
物
質
」
を
「
試
料
採
取
等
対
象
物
質
」
に

「
こ
れ
ら
の
基

、

、

準
」
を
「
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

土
壌
溶
出
量
基
準
に
適
合
し
な
か
っ
た
と
き
（
次
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く

）

土
壌
溶
出
量
基
準

。

二

第
二
溶
出
量
基
準
に
適
合
し
な
か
っ
た
と
き

第
二
溶
出
量
基
準



三

土
壌
含
有
量
基
準
に
適
合
し
な
か
っ
た
と
き

土
壌
含
有
量
基
準

第
八
条
を
第
九
条
と
す
る
。

第
七
条
の
見
出
し
中
「
調
査
対
象
物
質
」
を
「
試
料
採
取
等
対
象
物
質
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
調
査
対
象
物
質
」
を

「
試
料
採
取
等
対
象
物
質
」
に

「
汚
染
土
壌
」
を
「
基
準
不
適
合
土
壌
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
表
層
の
土
壌

、

、
深
さ
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
土
壌
及
び
深
さ
一
メ
ー
ト
ル
か
ら
十
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
一
メ

ー
ト
ル
ご
と
の
土
壌
（
深
さ
十
メ
ー
ト
ル
以
内
に
帯
水
層
の
底
面
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
底
面
よ
り
深
い
位
置
に
あ

る
も
の
を
除
く

」
を
「
次
の
土
壌
（
イ
及
び
ロ
に
あ
っ
て
は
、
地
表
か
ら
深
さ
十
メ
ー
ト
ル
ま
で
に
あ
る
土
壌
に
限
る

）

。
）

。

」
に
改
め

「

以
下
「
深
層
ま
で
の
土
壌
の
採
取
」
と
い
う

」
を
削
り
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

、
（

。
）

イ

汚
染
の
お
そ
れ
が
生
じ
た
場
所
の
位
置
の
土
壌
（
当
該
汚
染
の
お
そ
れ
が
生
じ
た
場
所
の
位
置
が
地
表
と
同
一
の
位

置
に
あ
る
場
合
又
は
当
該
汚
染
の
お
そ
れ
が
生
じ
た
場
所
の
位
置
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
表
層
の
土
壌

）
ロ

汚
染
の
お
そ
れ
が
生
じ
た
場
所
の
位
置
か
ら
深
さ
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
土
壌
（
当
該
汚
染
の
お
そ
れ
が
生
じ
た

場
所
の
位
置
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
地
表
か
ら
深
さ
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
土
壌
）



ハ

深
さ
一
メ
ー
ト
ル
か
ら
十
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
一
メ
ー
ト
ル
ご
と
の
土
壌
（
地
表
か
ら
汚
染
の
お
そ
れ
が
生
じ
た
場
所

の
位
置
の
深
さ
ま
で
の
土
壌
及
び
地
表
か
ら
深
さ
十
メ
ー
ト
ル
以
内
に
帯
水
層
の
底
面
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
底

面
よ
り
深
い
位
置
に
あ
る
土
壌
を
除
く

）
。

ニ

帯
水
層
の
底
面
の
土
壌
（
地
表
か
ら
深
さ
十
メ
ー
ト
ル
以
内
に
帯
水
層
の
底
面
が
あ
る
場
合
に
限
る

）
。

第
七
条
第
二
項
第
二
号
中
「
調
査
対
象
物
質
」
を
「
試
料
採
取
等
対
象
物
質
」
に

「
第
五
条
第
三
項
第
四
号
」
を
「
第
六

、

条
第
三
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
第
四
条
第
三
項
第
二
号
イ
の
規
定
に
よ
り
試
料
採
取
等
の
対
象
と
さ
れ
た
」
を
「
第
四
条
第
三
項
（
同

項
第
二
号
イ
に
係
る
部
分
に
限
る

）
の
規
定
に
よ
る
」
に

「
調
査
対
象
物
質
」
を
「
試
料
採
取
等
対
象
物
質
」
に

「
当
該

。

、

、

三
十
メ
ー
ト
ル
格
子
内
に
あ
る
単
位
区
画
（
単
位
区
画
の
す
べ
て
の
区
域
が
第
三
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
土
地
に
分
類
さ

れ
る
場
合
を
除
く

）
で
あ
っ
て
試
料
採
取
等
区
画
で
な
い
も
の
」
を
「
当
該
試
料
採
取
等
区
画
を
含
む
三
十
メ
ー
ト
ル
格
子

。

内
に
あ
る
一
部
対
象
区
画
（
試
料
採
取
等
区
画
で
あ
る
も
の
を
除
く

」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
四
条
第
三
項
第
二

。
）

号
ロ
の
規
定
に
よ
り
試
料
採
取
等
の
対
象
と
さ
れ
た
」
を
「
第
四
条
第
三
項
（
同
項
第
二
号
ロ
に
係
る
部
分
に
限
る

）
の
規

。

定
に
よ
る
」
に

「
第
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
基
準
」
を
「
土
壌
溶
出
量
基
準
又
は
土
壌
含
有
量
基
準
」
に

「
当
該

、

、



三
十
メ
ー
ト
ル
格
子
」
を
「
当
該
試
料
採
取
等
区
画
を
含
む
三
十
メ
ー
ト
ル
格
子
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
前
条
第
三
項
」
を
「
第
四
条
第
三
項
」
に

「
調
査
対
象
物
質
の
種
類
」
を
「
試
料
採
取
等
対
象
物
質

、

」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
特
定
有
害
物
質
の
」
を
「
特
定
有
害
物
質
の
種
類
ご
と
の
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
特
定

有
害
物
質
（
第
二
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
」
を
「
特
定
有
害
物
質
の
種
類
（
以
下
」
に

「
特
定
有
害
物
質
の
」
を
「
特
定

、

有
害
物
質
の
種
類
ご
と
の
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
特
定
有
害
物
質
以
外
の
特
定
有
害
物
質
（
第
二
十
六
条
第
一
項
に
お

い
て
」
を
「
特
定
有
害
物
質
の
種
類
以
外
の
特
定
有
害
物
質
の
種
類
（
以
下
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
汚
染
土
壌

」
を
「
基
準
不
適
合
土
壌
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
調
査
対
象
物
質
」
を
「
試
料
採
取
等
対
象
物
質
」
に
改
め
、
同
条
第

三
項
第
一
号
中
「
表
層
の
土
壌
（
地
表
か
ら
深
さ
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
土
壌
を
い
う
。
以
下
同
じ

）
及
び
深
さ
五
セ

。

ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
土
壌
」
を
「
汚
染
の
お
そ
れ
が
生
じ
た
場
所
の
位
置
か
ら
深
さ
五
十
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
土
壌
（
地
表
か
ら
深
さ
十
メ
ー
ト
ル
ま
で
に
あ
る
土
壌
に
限
る

）
を
採
取
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該

。

汚
染
の
お
そ
れ
が
生
じ
た
場
所
の
位
置
が
地
表
と
同
一
の
位
置
に
あ
る
場
合
又
は
当
該
汚
染
の
お
そ
れ
が
生
じ
た
場
所
の
位
置

が
明
ら
か
で
な
い
場
合
に
は
、
地
表
か
ら
深
さ
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
土
壌
（
以
下
「
表
層
の
土
壌
」
と
い
う

）
及
び

。

深
さ
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
土
壌
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
前
号
」
を
「
前
号
た
だ
し



書
の
規
定
に
よ
り
土
壌
を
採
取
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
号
」
に

「
と

」
を
「
及
び
」
に

「
土
壌
と
を
」
を
「
土
壌
を

、

、

、

」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
前
条
第
三
項
第
二
号
ロ

又
は

」
を
「
第
四
条
第
三
項
（
同
項
第
二
号
ロ
に
係
る
部
分
に
限

(1)

(2)

る

」
に

「
前
号
の
規
定
に
よ
り
混
合
さ
れ
た
土
壌
」
を
「
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
採
取
さ
れ
た
土
壌
（
前
号
に
規
定
す
る

。
）

、

場
合
に
は
、
同
号
の
規
定
に
よ
り
混
合
さ
れ
た
土
壌

」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
二
号
（
前
号
に
規
定
す
る
場
合
に
は

）

、
同
号
）
の
規
定
に
よ
り
混
合
さ
れ
た
土
壌
」
を
「
前
三
号
の
規
定
に
よ
り
採
取
さ
れ
、
又
は
混
合
さ
れ
た
土
壌
」
に

「
調

、

査
対
象
物
質
」
を
「
試
料
採
取
等
対
象
物
質
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
第
二
号
中
「
調
査
対
象
物
質
」
を
「
試
料
採
取
等
対
象

物
質
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
し
、
第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
土
壌
汚
染
の
お
そ
れ
が
あ
る
土
地
の
形
質
の
変
更
が
行
わ
れ
る
場
合
の
都
道
府
県
知
事
の
命
令
に
基
づ
く
土
壌
汚
染
状
況

調
査
に
係
る
特
例
）

第
五
条

調
査
実
施
者
は
、
法
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
命
令
に
基
づ
き
土
壌
汚
染
状
況
調
査
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当

該
命
令
に
係
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
土
地
の
区
域
内
に
調
査
対
象
地
が
複
数
あ
る
と
き
は
、
前
条
第
一

項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
複
数
あ
る
調
査
対
象
地
の
起
点
の
う
ち
最
も
北
に
あ
る
も
の
（
当
該
最
も
北
に
あ
る

起
点
が
複
数
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
う
ち
最
も
東
に
あ
る
も
の
）
を
通
り
東
西
方
向
及
び
南
北
方
向
に
引
い
た
線
並



び
に
こ
れ
ら
と
平
行
し
て
十
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
引
い
た
線
に
よ
り
当
該
複
数
あ
る
調
査
対
象
地
を
区
画
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
則
第
二
条
を
削
り
、
附
則
第
一
条
中
見
出
し
及
び
条
名
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
土
壌
汚
染
対
策
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
二
十
三
号
）
の
施
行
の
日
（

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

法
第
十
六
条
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、

掘
削
前
調
査
の
方
法
の
み
と
す
る
。



別
表
第
五
（
第
三
十
六
条
、
第
三
十
九
条
関
係
）

土
地

講
ず
べ
き
汚
染
の
除
去

環
境
省
令
で
定
め
る
汚
染
の
除
去
等
の
措

等
の
措
置

置

一

土
壌
の
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
状
態
が
土
壌
溶
出

当
該
土
地
に
お
い
て
地

次
項
か
ら
九
の
項
ま
で
の
上
欄
に
掲
げ
る

量
基
準
に
適
合
せ
ず
、
当
該
土
壌
の
特
定
有
害
物
質
に
よ

下
水
の
水
質
の
測
定
を

土
地
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
ら
の
項
の

る
汚
染
に
起
因
す
る
地
下
水
汚
染
が
生
じ
て
い
な
い
土
地

行
う
こ
と
（
以
下
「
地

中
欄
及
び
下
欄
に
定
め
る
汚
染
の
除
去
等

下
水
の
水
質
の
測
定
」

の
措
置

と
い
う

）
。

二

土
壌
の
第
一
種
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
状
態
が
土

基
準
不
適
合
土
壌
の
あ

イ

当
該
土
地
に
地
下
水
汚
染
の
拡
大
を

壌
溶
出
量
基
準
に
適
合
せ
ず
、
当
該
土
壌
の
第
一
種
特
定

る
区
域
の
側
面
に
、
不

防
止
す
る
た
め
の
構
造
物
を
設
置
す
る

有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
に
起
因
す
る
地
下
水
汚
染
が
生
じ

透
水
層
の
う
ち
最
も
浅

こ
と
（
以
下
「
地
下
水
汚
染
の
拡
大
の

て
い
る
土
地

い
位
置
に
あ
る
も
の
の

防
止
」
と
い
う

）
。

深
さ
ま
で
地
下
水
の
浸

ロ

基
準
不
適
合
土
壌
を
当
該
土
地
か
ら

出
の
防
止
の
た
め
の
構

取
り
除
き
、
又
は
基
準
不
適
合
土
壌
の

造
物
を
設
置
す
る
こ
と

中
の
特
定
有
害
物
質
を
取
り
除
く
こ
と

（
以
下
「
原
位
置
封
じ

（
以
下
「
土
壌
汚
染
の
除
去
」
と
い
う

込
め
」
と
い
う

）
又

）

。

。

は
基
準
不
適
合
土
壌
を

当
該
土
地
か
ら
掘
削
し

、
当
該
土
地
に
地
下
水

の
浸
出
を
防
止
す
る
た

め
の
構
造
物
を
設
置
し

、
及
び
当
該
構
造
物
の

内
部
に
掘
削
し
た
基
準

不
適
合
土
壌
を
埋
め
戻



す
こ
と
（
以
下
「
遮
水

工
封
じ
込
め
」
と
い
う

）
。

三

土
壌
の
第
二
種
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
状
態
が
第

原
位
置
封
じ
込
め
又
は

イ

基
準
不
適
合
土
壌
を
当
該
土
地
か
ら

二
溶
出
量
基
準
に
適
合
せ
ず
、
当
該
土
壌
の
第
二
種
特
定

遮
水
工
封
じ
込
め

掘
削
し
、
当
該
土
地
に
必
要
な
水
密
性

有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
に
起
因
す
る
地
下
水
汚
染
が
生
じ

及
び
耐
久
性
を
有
す
る
構
造
物
を
設
置

て
い
る
土
地

し
、
並
び
に
当
該
構
造
物
の
内
部
に
掘

削
し
た
基
準
不
適
合
土
壌
を
埋
め
戻
す

こ
と
（
以
下
「
遮
断
工
封
じ
込
め
」
と

い
う

）
。

ロ

地
下
水
汚
染
の
拡
大
の
防
止

ハ

土
壌
汚
染
の
除
去

四

土
壌
の
第
二
種
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
状
態
が
土

原
位
置
封
じ
込
め
又
は

イ

基
準
不
適
合
土
壌
を
特
定
有
害
物
質

壌
溶
出
量
基
準
に
適
合
せ
ず
、
当
該
土
壌
の
第
二
種
特
定

遮
水
工
封
じ
込
め

が
水
に
溶
出
し
な
い
よ
う
に
性
状
を
変

有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
に
起
因
す
る
地
下
水
汚
染
が
生
じ

更
す
る
こ
と
（
以
下
「
不
溶
化
」
と
い

て
い
る
土
地
（
前
項
に
掲
げ
る
土
地
を
除
く

）

う

）

。

。

ロ

遮
断
工
封
じ
込
め

ハ

地
下
水
汚
染
の
拡
大
の
防
止

ニ

土
壌
汚
染
の
除
去

五

土
壌
の
第
三
種
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
状
態
が
第

遮
断
工
封
じ
込
め

イ

地
下
水
汚
染
の
拡
大
の
防
止

二
溶
出
量
基
準
に
適
合
せ
ず
、
当
該
土
壌
の
第
三
種
特
定

ロ

土
壌
汚
染
の
除
去

有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
に
起
因
す
る
地
下
水
汚
染
が
生
じ

て
い
る
土
地



六

土
壌
の
第
三
種
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
状
態
が
土

原
位
置
封
じ
込
め
又
は

イ

遮
断
工
封
じ
込
め

壌
溶
出
量
基
準
に
適
合
せ
ず
、
当
該
土
壌
の
第
三
種
特
定

遮
水
工
封
じ
込
め

ロ

地
下
水
汚
染
の
拡
大
の
防
止

有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
に
起
因
す
る
地
下
水
汚
染
が
生
じ

ハ

土
壌
汚
染
の
除
去

て
い
る
土
地
（
前
項
に
掲
げ
る
土
地
を
除
く

）
。

七

土
壌
の
第
二
種
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
状
態
が
土

土
壌
汚
染
の
除
去

イ

舗
装
す
る
こ
と
（
以
下
「
舗
装
」
と

壌
含
有
量
基
準
に
適
合
し
な
い
土
地
（
乳
幼
児
の
砂
遊
び

い
う

）
。

若
し
く
は
土
遊
び
に
日
常
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
砂
場
若

ロ

人
が
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ

し
く
は
園
庭
の
敷
地
又
は
遊
園
地
そ
の
他
の
遊
戯
設
備
に

う
に
す
る
こ
と
（
以
下
「
立
入
禁
止
」

よ
り
乳
幼
児
に
屋
外
に
お
い
て
遊
戯
を
さ
せ
る
施
設
の
用

と
い
う

）
。

に
供
さ
れ
て
い
る
土
地
で
あ
っ
て
土
地
の
形
質
の
変
更
が

頻
繁
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
次
項
若
し
く
は
九
の
項
に

定
め
る
措
置
の
効
果
の
確
保
に
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
限
る

）
。

八

土
壌
の
第
二
種
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
状
態
が
土

土
壌
を
掘
削
し
て
地
表

イ

舗
装

壌
含
有
量
基
準
に
適
合
し
な
い
土
地
（
現
に
主
と
し
て
居

面
を
低
く
し
、
土
壌
含

ロ

立
入
禁
止

住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
建
築
物
の
う
ち
地
表
か
ら
高
さ

有
量
基
準
に
適
合
す
る

ハ

土
壌
汚
染
の
除
去

五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
部
分
に
専
ら
居
住
の
用
に

汚
染
状
態
に
あ
る
土
壌

供
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
も
の
が
建
築
さ
れ
て
い
る
区

に
よ
り
覆
う
こ
と
（
以

域
の
土
地
で
あ
っ
て
、
地
表
面
を
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

下
「
土
壌
入
換
え
」
と

高
く
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
建
築
物
に
居
住
す
る
者
の
日

い
う

）
。

常
の
生
活
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
も
の
に
限
り
、
前
項
に
掲
げ
る
土
地
を
除
く
。

）
九

土
壌
の
第
二
種
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
状
態
が
土

土
壌
含
有
量
基
準
に
適

イ

舗
装

壌
含
有
量
基
準
に
適
合
し
な
い
土
地
（
前
二
項
に
掲
げ
る

合
す
る
汚
染
状
態
に
あ

ロ

立
入
禁
止



土
地
を
除
く

）

る
土
壌
に
よ
り
覆
う
こ

ハ

土
壌
入
換
え

。

と
（
以
下
「
盛
土
」
と

ニ

土
壌
汚
染
の
除
去

い
う

）
。



別
表
第
六
（
第
四
十
条
関
係
）

汚
染
の
除
去
等
の
措
置
の
種
類

汚
染
の
除
去
等
の
措
置
の
実
施
の
方
法

一

地
下
水
の
水
質
の
測
定

イ

当
該
土
地
に
お
い
て
土
壌
汚
染
に
起
因
す
る
地
下
水
汚
染
の
状
況
を
的
確
に
把
握
で
き
る
と

認
め
ら
れ
る
地
点
に
観
測
井
を
設
け
、
当
初
一
年
は
四
回
以
上
、
二
年
目
か
ら
十
年
目
ま
で
は

一
年
に
一
回
以
上
、
十
一
年
目
以
降
は
二
年
に
一
回
以
上
定
期
的
に
地
下
水
を
採
取
し
、
当
該

地
下
水
に
含
ま
れ
る
特
定
有
害
物
質
の
量
を
、
第
六
条
第
二
項
第
二
号
の
環
境
大
臣
が
定
め
る

方
法
に
よ
り
測
定
す
る
こ
と
。

ロ

イ
の
測
定
の
結
果
を
都
道
府
県
知
事
に
報
告
す
る
こ
と
。

二

原
位
置
封
じ
込
め

イ

基
準
不
適
合
土
壌
の
あ
る
範
囲
及
び
深
さ
に
つ
い
て
、
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
土
壌
の
採
取
及

び
測
定
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
把
握
す
る
こ
と
。

ロ

第
二
溶
出
量
基
準
に
適
合
し
な
い
汚
染
状
態
に
あ
る
土
地
に
あ
っ
て
は
、
基
準
不
適
合
土
壌

を
特
定
有
害
物
質
が
水
に
溶
出
し
な
い
よ
う
に
性
状
を
変
更
す
る
方
法
、
土
壌
中
の
気
体
又
は

地
下
水
に
含
ま
れ
る
特
定
有
害
物
質
を
抽
出
又
は
分
解
す
る
方
法
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
第

二
溶
出
量
基
準
に
適
合
す
る
汚
染
状
態
に
あ
る
土
地
と
す
る
こ
と
。

ハ

基
準
不
適
合
土
壌
の
あ
る
範
囲
の
側
面
を
囲
み
、
基
準
不
適
合
土
壌
の
下
に
あ
る
不
透
水
層

（
厚
さ
が
五
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
透
水
係
数
が
毎
秒
百
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
（
岩
盤
に

あ
っ
て
は
、
ル
ジ
オ
ン
値
が
一
）
以
下
で
あ
る
地
層
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
遮
水
の
効
力
を

有
す
る
地
層
を
い
う

）
で
あ
っ
て
最
も
浅
い
位
置
に
あ
る
も
の
の
深
さ
ま
で
、
鋼
矢
板
そ
の

。

他
の
遮
水
の
効
力
を
有
す
る
構
造
物
を
設
置
す
る
こ
と
。

ニ

ハ
の
構
造
物
に
よ
り
囲
ま
れ
た
範
囲
の
土
地
を
、
厚
さ
が
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
又
は
厚
さ
が
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
よ
り
覆
う
こ
と
。

ホ

ニ
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
覆
い
の
損
壊
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ヘ

表
面
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
又
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
用

途
に
用
い
ら
れ
て
い
る
土
地
に
あ
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ
ニ
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
覆
い
の
表
面



を
基
準
不
適
合
土
壌
以
外
の
土
壌
（
基
準
不
適
合
土
壌
を
特
定
有
害
物
質
が
水
に
溶
出
し
な
い

よ
う
に
性
状
を
変
更
し
て
基
準
不
適
合
土
壌
以
外
の
土
壌
と
し
た
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。

）
に
よ
り
覆
う
こ
と
。

ト

ハ
の
構
造
物
に
よ
り
囲
ま
れ
た
範
囲
に
あ
る
地
下
水
の
下
流
側
の
当
該
範
囲
の
周
縁
に
一
以

上
の
観
測
井
を
設
け
、
一
年
に
四
回
以
上
定
期
的
に
地
下
水
を
採
取
し
、
当
該
地
下
水
に
含
ま

れ
る
特
定
有
害
物
質
の
量
を
第
六
条
第
二
項
第
二
号
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定

し
、
地
下
水
汚
染
が
生
じ
て
い
な
い
状
態
が
二
年
間
継
続
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

チ

ハ
の
構
造
物
に
よ
り
囲
ま
れ
た
範
囲
に
一
以
上
の
観
測
井
を
設
け
、
ト
の
確
認
が
さ
れ
る
ま

で
の
間
、
雨
水
、
地
下
水
そ
の
他
の
水
の
浸
入
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

三

遮
水
工
封
じ
込
め

イ

基
準
不
適
合
土
壌
の
あ
る
範
囲
及
び
深
さ
に
つ
い
て
、
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
土
壌
の
採
取
及

び
測
定
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
把
握
す
る
こ
と
。

ロ

イ
に
よ
り
把
握
さ
れ
た
基
準
不
適
合
土
壌
を
掘
削
し
、
掘
削
さ
れ
た
基
準
不
適
合
土
壌
の
う

ち
第
二
溶
出
量
基
準
に
適
合
し
な
い
汚
染
状
態
に
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
特
定
有
害
物
質
が

水
に
溶
出
し
な
い
よ
う
に
性
状
を
変
更
す
る
方
法
、
土
壌
中
の
気
体
又
は
地
下
水
に
含
ま
れ
る

特
定
有
害
物
質
を
抽
出
又
は
分
解
す
る
方
法
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
第
二
溶
出
量
基
準
に
適

合
す
る
汚
染
状
態
に
あ
る
土
壌
と
す
る
こ
と
。

ハ

当
該
土
地
に
、
不
織
布
そ
の
他
の
物
の
表
面
に
二
重
の
遮
水
シ
ー
ト
を
敷
設
し
た
遮
水
層
又

は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
効
力
を
有
す
る
遮
水
層
を
有
す
る
遮
水
工
を
設
置
し
、
そ
の
内
部
に
ロ

に
よ
り
掘
削
さ
れ
た
基
準
不
適
合
土
壌
を
埋
め
戻
す
こ
と
。

ニ

ハ
に
よ
り
埋
め
戻
さ
れ
た
場
所
を
、
厚
さ
が
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
又

は
厚
さ
が
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
よ
り
覆
う
こ
と
。

ホ

ニ
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
覆
い
の
損
壊
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ヘ

表
面
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
又
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
用

途
に
用
い
ら
れ
て
い
る
土
地
に
あ
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ
ニ
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
覆
い
の
表
面

を
基
準
不
適
合
土
壌
以
外
の
土
壌
に
よ
り
覆
う
こ
と
。

ト

ハ
に
よ
り
埋
め
戻
さ
れ
た
場
所
に
あ
る
地
下
水
の
下
流
側
の
当
該
場
所
の
周
縁
に
一
以
上
の

観
測
井
を
設
け
、
一
年
に
四
回
以
上
定
期
的
に
地
下
水
を
採
取
し
、
当
該
地
下
水
に
含
ま
れ
る



特
定
有
害
物
質
の
量
を
第
六
条
第
二
項
第
二
号
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定
し
、

地
下
水
汚
染
が
生
じ
て
い
な
い
状
態
が
二
年
間
継
続
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

チ

ハ
に
よ
り
埋
め
戻
さ
れ
た
場
所
の
内
部
に
一
以
上
の
観
測
井
を
設
け
、
ト
の
確
認
が
さ
れ
る

ま
で
の
間
、
雨
水
、
地
下
水
そ
の
他
の
水
の
浸
入
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

四

地
下
水
汚
染
の
拡
大
の
防

一

揚
水
施
設
に
よ
る
地
下
水
汚
染
の
拡
大
の
防
止

止

イ

当
該
土
地
に
お
い
て
土
壌
汚
染
に
起
因
す
る
地
下
水
汚
染
の
拡
大
を
的
確
に
防
止
で
き
る

と
認
め
ら
れ
る
地
点
に
揚
水
施
設
を
設
置
し
、
地
下
水
を
揚
水
す
る
こ
と
。

ロ

イ
に
よ
り
揚
水
し
た
地
下
水
に
含
ま
れ
る
特
定
有
害
物
質
を
除
去
し
、
当
該
地
下
水
の
水

質
を
排
出
水
基
準
（
汚
染
土
壌
処
理
業
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
一
年
環
境
省
令
第
十
号

）
第
四
第
一
号
ト

に
規
定
す
る
排
出
水
基
準
を
い
う

）
に
適
合
さ
せ
て
公
共
用
水
域
（

。

(1)

水
質
汚
濁
防
止
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公

共
用
水
域
を
い
う

）
に
排
出
す
る
か
、
又
は
当
該
地
下
水
の
水
質
を
排
除
基
準
（
同
令
第

。

四
条
第
一
号
チ

に
規
定
す
る
排
除
基
準
を
い
う

）
に
適
合
さ
せ
て
下
水
道
（
下
水
道
法

。

(1)

（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
公
共
下
水
道
及
び
同
条

第
四
号
に
規
定
す
る
流
域
下
水
道
で
あ
っ
て
、
同
条
第
六
号
に
規
定
す
る
終
末
処
理
場
を
設

置
し
て
い
る
も
の
（
そ
の
流
域
下
水
道
に
接
続
す
る
公
共
下
水
道
を
含
む

）
を
い
う

）

。

。

に
排
除
す
る
こ
と
。

ハ

当
該
土
地
の
地
下
水
汚
染
が
拡
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
で
あ
っ
て
、

基
準
不
適
合
土
壌
の
あ
る
範
囲
の
周
縁
に
観
測
井
を
設
け
、
一
年
に
四
回
以
上
定
期
的
に
地

下
水
を
採
取
し
、
当
該
地
下
水
に
含
ま
れ
る
特
定
有
害
物
質
の
量
を
第
六
条
第
二
項
第
二
号

の
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定
し
、
地
下
水
汚
染
が
当
該
土
地
の
区
域
外
に
拡
大

し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
隣
り
合
う
観
測
井
の
間
の
距

離
は
、
三
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

ニ

ハ
の
測
定
の
結
果
を
都
道
府
県
知
事
に
報
告
す
る
こ
と
。

二

透
過
性
地
下
水
浄
化
壁
に
よ
る
地
下
水
汚
染
の
拡
大
の
防
止

イ

当
該
土
地
に
お
い
て
土
壌
汚
染
に
起
因
す
る
地
下
水
汚
染
の
拡
大
を
的
確
に
防
止
で
き
る

と
認
め
ら
れ
る
地
点
に
透
過
性
地
下
水
浄
化
壁
（
汚
染
さ
れ
た
地
下
水
を
通
過
さ
せ
る
過
程



に
お
い
て
、
特
定
有
害
物
質
を
分
解
し
、
又
は
吸
着
す
る
方
法
に
よ
り
、
当
該
汚
染
さ
れ
た

地
下
水
を
地
下
水
基
準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
機
能
を
備
え
た
設
備
で
あ
っ
て
、
地

中
に
設
置
さ
れ
た
設
備
を
い
う

）
を
設
置
す
る
こ
と
。

。

ロ

当
該
土
地
の
地
下
水
汚
染
が
拡
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
で
あ
っ
て
、

基
準
不
適
合
土
壌
の
あ
る
範
囲
の
周
縁
に
観
測
井
を
設
け
、
一
年
に
四
回
以
上
定
期
的
に
地

下
水
を
採
取
し
、
当
該
地
下
水
に
含
ま
れ
る
特
定
有
害
物
質
の
量
を
第
六
条
第
二
項
第
二
号

の
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定
し
、
地
下
水
汚
染
が
当
該
土
地
の
区
域
外
に
拡
大

し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
隣
り
合
う
観
測
井
の
間
の
距

離
は
、
三
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

ハ

ロ
の
測
定
の
結
果
を
都
道
府
県
知
事
に
報
告
す
る
こ
と
。

五

土
壌
汚
染
の
除
去

一

基
準
不
適
合
土
壌
の
掘
削
に
よ
る
除
去

イ

基
準
不
適
合
土
壌
の
あ
る
範
囲
及
び
深
さ
に
つ
い
て
、
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
土
壌
の
採
取

及
び
測
定
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
把
握
す
る
こ
と
。

ロ

イ
に
よ
り
把
握
さ
れ
た
基
準
不
適
合
土
壌
を
掘
削
し
、
掘
削
さ
れ
た
場
所
を
基
準
不
適
合

土
壌
以
外
の
土
壌
に
よ
り
埋
め
る
こ
と
。
た
だ
し
、
建
築
物
の
建
築
又
は
工
作
物
の
建
設
を

行
う
場
合
等
掘
削
さ
れ
た
場
所
に
土
壌
を
埋
め
る
必
要
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い

。
ハ

土
壌
溶
出
量
基
準
に
適
合
し
な
い
汚
染
状
態
に
あ
る
土
地
に
あ
っ
て
は
、
ロ
に
よ
り
土
壌

の
埋
め
戻
し
を
行
っ
た
場
合
に
は
埋
め
戻
さ
れ
た
場
所
に
あ
る
地
下
水
の
下
流
側
の
当
該
土

地
の
周
縁
に
、
土
壌
の
埋
め
戻
し
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
に
は
掘
削
さ
れ
た
場
所
に
あ
る
地

下
水
の
下
流
側
の
当
該
土
地
の
周
縁
に
一
以
上
の
観
測
井
を
設
け
、
一
年
に
四
回
以
上
定
期

的
に
地
下
水
を
採
取
し
、
当
該
地
下
水
に
含
ま
れ
る
特
定
有
害
物
質
の
量
を
第
六
条
第
二
項

第
二
号
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定
し
、
地
下
水
汚
染
が
生
じ
て
い
な
い
状
態

が
二
年
間
継
続
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
現
に
地
下
水
汚
染
が
生
じ
て
い
な

い
と
き
に
土
壌
汚
染
の
除
去
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
地
下
水
汚
染
が
生
じ
て
い
な
い
状

態
を
一
回
確
認
す
る
こ
と
。

（
ニ

削
除
）



二

原
位
置
で
の
浄
化
に
よ
る
除
去

イ

基
準
不
適
合
土
壌
の
あ
る
範
囲
及
び
深
さ
に
つ
い
て
、
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
土
壌
の
採
取

及
び
測
定
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
把
握
す
る
こ
と
。

ロ

土
壌
中
の
気
体
又
は
地
下
水
に
含
ま
れ
る
特
定
有
害
物
質
を
抽
出
又
は
分
解
す
る
方
法
そ

の
他
の
基
準
不
適
合
土
壌
を
掘
削
せ
ず
に
行
う
方
法
に
よ
り
、
イ
に
よ
り
把
握
さ
れ
た
基
準

不
適
合
土
壌
か
ら
特
定
有
害
物
質
を
除
去
す
る
こ
と
。

ハ

土
壌
溶
出
量
基
準
に
適
合
し
な
い
汚
染
状
態
に
あ
る
土
地
に
あ
っ
て
は
、
ロ
の
基
準
不
適

合
土
壌
か
ら
の
特
定
有
害
物
質
の
除
去
を
行
っ
た
後
、
イ
に
よ
り
把
握
さ
れ
た
基
準
不
適
合

土
壌
の
あ
る
範
囲
に
一
以
上
の
観
測
井
を
設
け
、
一
年
に
四
回
以
上
定
期
的
に
地
下
水
を
採

取
し
、
当
該
地
下
水
に
含
ま
れ
る
特
定
有
害
物
質
の
量
を
第
六
条
第
二
項
第
二
号
の
環
境
大

臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定
し
、
地
下
水
汚
染
が
生
じ
て
い
な
い
状
態
が
二
年
間
継
続
す

る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

ニ

土
壌
含
有
量
基
準
に
適
合
し
な
い
汚
染
状
態
に
あ
る
土
地
に
あ
っ
て
は
、
ロ
の
基
準
不
適

合
土
壌
か
ら
の
特
定
有
害
物
質
の
除
去
を
行
っ
た
後
、
イ
に
よ
り
把
握
さ
れ
た
基
準
不
適
合

土
壌
の
あ
る
範
囲
に
つ
い
て
、
百
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
一
地
点
の
割
合
で
深
さ
一
メ
ー
ト

ル
か
ら
イ
に
よ
り
把
握
さ
れ
た
基
準
不
適
合
土
壌
の
あ
る
深
さ
ま
で
の
一
メ
ー
ト
ル
ご
と
の

土
壌
を
採
取
し
、
当
該
土
壌
に
含
ま
れ
る
特
定
有
害
物
質
の
量
を
第
六
条
第
四
項
第
二
号
の

環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定
し
、
当
該
基
準
に
適
合
す
る
汚
染
状
態
に
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
こ
と
。

六

遮
断
工
封
じ
込
め

イ

基
準
不
適
合
土
壌
の
あ
る
範
囲
及
び
深
さ
に
つ
い
て
、
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
土
壌
の
採
取
及

び
測
定
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
把
握
す
る
こ
と
。

ロ

イ
に
よ
り
把
握
さ
れ
た
基
準
不
適
合
土
壌
を
掘
削
す
る
こ
と
。

ハ

当
該
土
地
に
、
基
準
不
適
合
土
壌
の
投
入
の
た
め
の
開
口
部
を
除
き
、
次
の
要
件
を
備
え
た

仕
切
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
。

一
軸
圧
縮
強
度
が
一
平
方
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
二
十
五
ニ
ュ
ー
ト
ン
以
上
で
、
水
密
性

(1)
を
有
す
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
造
ら
れ
、
か
つ
、
そ
の
厚
さ
が
三
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル



以
上
で
あ
る
こ
と
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
遮
断
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
。

埋
め
戻
す
基
準
不
適
合
土
壌
と
接
す
る
面
が
遮
水
の
効
力
及
び
腐
食
防
止
の
効
力
を
有
す

(2)
る
材
料
に
よ
り
十
分
に
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

目
視
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
損
壊
の
有
無
を
点
検
で
き
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

(3)
ニ

ハ
に
よ
り
設
置
し
た
仕
切
設
備
の
内
部
に
、
ロ
に
よ
り
掘
削
し
た
基
準
不
適
合
土
壌
を
埋
め

戻
す
こ
と
。

ホ

ニ
に
よ
り
土
壌
の
埋
め
戻
し
を
行
っ
た
後
、
ハ
の
開
口
部
を
ハ

か
ら

ま
で
の
要
件
を
備

(1)

(3)

え
た
覆
い
に
よ
り
閉
鎖
す
る
こ
と
。

ヘ

ホ
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
覆
い
の
損
壊
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ト

表
面
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
又
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
用

途
に
用
い
ら
れ
て
い
る
土
地
に
あ
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ
ホ
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
覆
い
の
表
面

を
基
準
不
適
合
土
壌
以
外
の
土
壌
に
よ
り
覆
う
こ
と
。

チ

ニ
に
よ
り
埋
め
戻
さ
れ
た
場
所
に
あ
る
地
下
水
の
下
流
側
の
当
該
場
所
の
周
縁
に
一
以
上
の

観
測
井
を
設
け
、
一
年
に
四
回
以
上
定
期
的
に
地
下
水
を
採
取
し
、
当
該
地
下
水
に
含
ま
れ
る

特
定
有
害
物
質
の
量
を
第
六
条
第
二
項
第
二
号
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定
し
、

地
下
水
汚
染
が
生
じ
て
い
な
い
状
態
が
二
年
間
継
続
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

リ

ニ
に
よ
り
埋
め
戻
さ
れ
た
場
所
の
内
部
に
一
以
上
の
観
測
井
を
設
け
、
チ
の
確
認
が
さ
れ
る

ま
で
の
間
、
雨
水
、
地
下
水
そ
の
他
の
水
の
浸
入
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

七

不
溶
化

一

原
位
置
不
溶
化

イ

基
準
不
適
合
土
壌
の
あ
る
範
囲
及
び
深
さ
に
つ
い
て
、
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
土
壌
の
採
取

及
び
測
定
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
把
握
す
る
こ
と
。

ロ

イ
に
よ
り
把
握
さ
れ
た
基
準
不
適
合
土
壌
を
薬
剤
の
注
入
そ
の
他
の
基
準
不
適
合
土
壌
を

掘
削
せ
ず
に
行
う
方
法
に
よ
り
特
定
有
害
物
質
が
水
に
溶
出
し
な
い
よ
う
に
性
状
を
変
更
し

て
土
壌
溶
出
量
基
準
に
適
合
す
る
汚
染
状
態
に
あ
る
土
地
と
す
る
こ
と
。

ハ

ロ
に
よ
り
性
状
の
変
更
を
行
っ
た
基
準
不
適
合
土
壌
の
あ
る
範
囲
に
つ
い
て
、
百
平
方
メ

ー
ト
ル
ご
と
に
任
意
の
地
点
に
お
い
て
深
さ
一
メ
ー
ト
ル
か
ら
イ
に
よ
り
把
握
さ
れ
た
基
準

不
適
合
土
壌
の
あ
る
深
さ
ま
で
の
一
メ
ー
ト
ル
ご
と
の
土
壌
を
採
取
し
、
当
該
土
壌
に
つ
い



て
特
定
有
害
物
質
の
量
を
第
六
条
第
三
項
第
四
号
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定

し
、
土
壌
溶
出
量
基
準
に
適
合
す
る
汚
染
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

ニ

ロ
に
よ
り
性
状
の
変
更
を
行
っ
た
基
準
不
適
合
土
壌
の
あ
る
範
囲
に
つ
い
て
、
当
該
土
地

の
区
域
外
へ
の
基
準
不
適
合
土
壌
又
は
特
定
有
害
物
質
の
飛
散
等
を
防
止
す
る
た
め
、
シ
ー

ト
に
よ
り
覆
う
こ
と
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ホ

ロ
に
よ
り
性
状
の
変
更
を
行
っ
た
基
準
不
適
合
土
壌
の
あ
る
範
囲
に
あ
る
地
下
水
の
下
流

側
に
一
以
上
の
観
測
井
を
設
け
、
一
年
に
四
回
以
上
定
期
的
に
地
下
水
を
採
取
し
、
当
該
地

下
水
に
含
ま
れ
る
特
定
有
害
物
質
の
量
を
第
六
条
第
二
項
第
二
号
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
方

法
に
よ
り
測
定
し
、
地
下
水
汚
染
が
生
じ
て
い
な
い
状
態
が
二
年
間
継
続
す
る
こ
と
を
確
認

す
る
こ
と
。

二

不
溶
化
埋
め
戻
し

イ

基
準
不
適
合
土
壌
の
あ
る
範
囲
及
び
深
さ
に
つ
い
て
、
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
土
壌
の
採
取

及
び
測
定
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
把
握
す
る
こ
と
。

ロ

イ
に
よ
り
把
握
さ
れ
た
基
準
不
適
合
土
壌
を
掘
削
し
、
掘
削
さ
れ
た
基
準
不
適
合
土
壌
を

薬
剤
の
注
入
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
特
定
有
害
物
質
が
水
に
溶
出
し
な
い
よ
う
に
性
状
を
変

更
し
て
土
壌
溶
出
量
基
準
に
適
合
す
る
汚
染
状
態
に
あ
る
土
壌
と
す
る
こ
と
。

ハ

ロ
に
よ
り
性
状
の
変
更
を
行
っ
た
土
壌
に
つ
い
て
、
お
お
む
ね
百
立
方
メ
ー
ト
ル
ご
と
に

五
点
か
ら
採
取
し
た
土
壌
を
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
重
量
混
合
し
、
当
該
土
壌
に
つ
い
て
特
定
有
害

物
質
の
量
を
第
六
条
第
三
項
第
四
号
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定
し
、
土
壌
溶

出
量
基
準
に
適
合
す
る
汚
染
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
当
該
土
地
の
区
域
内
に
埋

め
戻
す
こ
と
。

ニ

ハ
に
よ
り
埋
め
戻
さ
れ
た
場
所
に
つ
い
て
、
当
該
土
地
の
区
域
外
へ
の
汚
染
土
壌
又
は
特

定
有
害
物
質
の
飛
散
等
を
防
止
す
る
た
め
、
シ
ー
ト
に
よ
り
覆
う
こ
と
そ
の
他
の
措
置
を
講

ず
る
こ
と
。

ホ

ハ
に
よ
り
埋
め
戻
さ
れ
た
場
所
に
あ
る
地
下
水
の
下
流
側
に
一
以
上
の
観
測
井
を
設
け
、

一
年
に
四
回
以
上
定
期
的
に
地
下
水
を
採
取
し
、
当
該
地
下
水
に
含
ま
れ
る
特
定
有
害
物
質

の
量
を
第
六
条
第
二
項
第
二
号
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定
し
、
地
下
水
汚
染



が
生
じ
て
い
な
い
状
態
が
二
年
間
継
続
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

八

舗
装

イ

当
該
土
地
の
う
ち
基
準
不
適
合
土
壌
の
あ
る
範
囲
を
、
厚
さ
が
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
若
し
く
は
厚
さ
が
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
又
は
こ
れ
と
同

等
以
上
の
耐
久
性
及
び
遮
断
の
効
力
を
有
す
る
も
の
（
当
該
土
地
の
傾
斜
が
著
し
い
こ
と
そ
の

他
の
理
由
に
よ
り
こ
れ
ら
を
用
い
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
モ
ル
タ

ル
そ
の
他
の
土
壌
以
外
の
も
の
で
あ
っ
て
、
容
易
に
取
り
外
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
（
以
下

「
モ
ル
タ
ル
等
」
と
い
う

）
に
よ
り
覆
う
こ
と
。

。
）

ロ

イ
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
覆
い
の
損
壊
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

九

立
入
禁
止

イ

当
該
土
地
の
う
ち
基
準
不
適
合
土
壌
の
あ
る
範
囲
の
周
囲
に
、
み
だ
り
に
人
が
当
該
範
囲
に

立
ち
入
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
囲
い
を
設
け
る
こ
と
。

ロ

当
該
土
地
の
区
域
外
へ
の
基
準
不
適
合
土
壌
又
は
特
定
有
害
物
質
の
飛
散
等
を
防
止
す
る
た

め
、
シ
ー
ト
に
よ
り
覆
う
こ
と
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ハ

イ
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
囲
い
の
出
入
口
（
出
入
口
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
囲
い
の
周
囲

の
い
ず
れ
か
の
場
所
）
の
見
や
す
い
部
分
に
、
関
係
者
以
外
の
立
入
り
を
禁
止
す
る
旨
を
表
示

す
る
立
札
そ
の
他
の
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
。

十

土
壌
入
換
え

一

区
域
外
土
壌
入
換
え

イ

当
該
土
地
の
土
壌
を
掘
削
し
、
ロ
に
よ
り
覆
い
を
設
け
た
際
に
当
該
土
地
に
建
築
さ
れ
て

い
る
建
築
物
に
居
住
す
る
者
の
日
常
の
生
活
に
著
し
い
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

。
ロ

当
該
土
地
の
う
ち
地
表
か
ら
深
さ
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
に
基
準
不
適
合
土
壌
の
あ

る
範
囲
を
、
ま
ず
、
砂
利
そ
の
他
の
土
壌
以
外
の
も
の
で
覆
い
、
次
に
、
厚
さ
が
五
十
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
基
準
不
適
合
土
壌
以
外
の
土
壌
（
当
該
土
地
の
傾
斜
が
著
し
い
こ
と
そ

の
他
の
理
由
に
よ
り
土
壌
を
用
い
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
モ
ル

タ
ル
等
）
に
よ
り
覆
う
こ
と
。

ハ

ロ
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
覆
い
の
損
壊
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。



（
ニ

削
除
）

二

区
域
内
土
壌
入
換
え

イ

基
準
不
適
合
土
壌
の
あ
る
範
囲
及
び
深
さ
に
つ
い
て
、
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
土
壌
の
採
取

及
び
測
定
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
把
握
す
る
こ
と
。

ロ

イ
に
よ
り
把
握
さ
れ
た
基
準
不
適
合
土
壌
の
あ
る
範
囲
に
お
い
て
、
イ
に
よ
り
把
握
さ
れ

た
基
準
不
適
合
土
壌
及
び
地
表
か
ら
当
該
基
準
不
適
合
土
壌
の
あ
る
深
さ
よ
り
五
十
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以
上
深
い
深
さ
ま
で
の
基
準
不
適
合
土
壌
以
外
の
土
壌
を
掘
削
す
る
こ
と
。

ハ

ロ
に
よ
り
掘
削
を
行
っ
た
場
所
に
ロ
に
よ
り
掘
削
さ
れ
た
基
準
不
適
合
土
壌
を
埋
め
戻
す

こ
と
。

ニ

ハ
に
よ
り
埋
め
戻
さ
れ
た
場
所
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
砂
利
そ
の
他
の
土
壌
以
外
の
も
の
で

覆
い
、
次
に
、
ロ
に
よ
り
掘
削
さ
れ
た
基
準
不
適
合
土
壌
以
外
の
土
壌
に
よ
り
覆
う
こ
と
。

ホ

ニ
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
覆
い
の
損
壊
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十
一

盛
土

イ

当
該
土
地
の
う
ち
基
準
不
適
合
土
壌
の
あ
る
範
囲
を
、
ま
ず
、
砂
利
そ
の
他
の
土
壌
以
外
の

も
の
で
覆
い
、
次
に
、
厚
さ
が
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
基
準
不
適
合
土
壌
以
外
の
土
壌

（
当
該
土
地
の
傾
斜
が
著
し
い
こ
と
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
土
壌
を
用
い
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
モ
ル
タ
ル
等
）
に
よ
り
覆
う
こ
と
。

ロ

イ
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
覆
い
の
損
壊
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

備
考

地
下
水
の
水
質
の
測
定
、
原
位
置
封
じ
込
め
、
遮
水
工
封
じ
込
め
、
地
下
水
汚
染
の
拡
大
の
防
止
、
土
壌
汚
染
の
除
去
、
遮
断
工

封
じ
込
め
、
不
溶
化
、
舗
装
、
立
入
禁
止
、
土
壌
入
換
え
又
は
盛
土
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
汚
染
土
壌
又
は
特
定
有
害
物
質
の
飛

散
、
揮
散
又
は
流
出
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



様式第一（第一条第二項関係）

土壌汚染状況調査結果報告書

年 月 日

都道府県知事
殿

（市長）

氏名又は名称及び住所並びに法
報告者 印

人にあっては、その代表者の氏名

土壌汚染対策法第３条第１項本文の規定による調査を行ったので、同項の規定により、次のと

おり報告します。

工場又は事業場の名称

工場又は事業場の敷地であった土
地の所在地

使用が廃止された有害物質使用特定施設

施設の種類

施設の設置場所

廃止年月日

法第６条第１項第１号の環境省令
で定める基準に適合していないお
それがある特定有害物質の種類

土壌汚染状況調査の結果

分析を行った計量法第107条の登
録を受けた者の氏名又は名称

土壌汚染状況調査を行った指定調
査機関の氏名又は名称

土壌汚染状況調査に従事した者を
監督した技術管理者の氏名及び技
術管理者証の交付番号

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

２ 氏名（法人にあっては、その代表者の氏名）を記載し、押印することに代えて、本人

（法人にあっては、その代表者）が署名することができる。



様式第二（第三条第四項関係）

特定有害物質の種類の通知申請書

年 月 日

都道府県知事
殿

（市長）

氏名又は名称及び住所並びに法
申請者 印

人にあっては、その代表者の氏名

土壌汚染対策法施行規則第３条第４項の規定により、土壌汚染のおそれがある特定有害物質の

種類について通知を受けたいので、次のとおり申請します。

工場又は事業場の名称

工場又は事業場の敷地であった土
地の所在地

使用が廃止された有害物質使用特定施設

施設の種類

施設の設置場所

廃止年月日

土地の所有者等の氏名又は名称及
び住所並びに法人にあっては、そ
の代表者の氏名

土壌汚染のおそれがあると推定さ
れる特定有害物質の種類

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

２ 氏名（法人にあっては、その代表者の氏名）を記載し、押印することに代えて、本人

（法人にあっては、その代表者）が署名することができる。



様式第三（第十六条第一項関係）

土壌汚染対策法第３条第１項ただし書の確認申請書

年 月 日

都道府県知事
殿

（市長）

氏名又は名称及び住所並びに法
申請者 印

人にあっては、その代表者の氏名

土壌汚染対策法第３条第１項ただし書の規定による確認を受けたいので、次のとおり申請しま

す。

工場又は事業場の名称

工場又は事業場の敷地で

あった土地の所在地

使用が廃止された有害物質使用特定施設

施設の種類

施設の設置場所

廃止年月日

製造、使用又は処理

されていた特定有害

物質の種類

確認を受けようとする土

地の場所

確認を受けようとする土

地について予定されてい

る利用の方法

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

２ 氏名（法人にあっては、その代表者の氏名）を記載し、押印することに代えて、本人

（法人にあっては、その代表者）が署名することができる。



様式第四（第十六条第四項関係）

承継届出書

年 月 日

都道府県知事
殿

（市長）

氏名又は名称及び住所並びに法
届出者 印

人にあっては、その代表者の氏名

土壌汚染対策法第３条第１項ただし書の確認を受けた土地の所有者等の地位を承継したので、

土壌汚染対策法施行規則第16条第４項の規定により、次のとおり届け出ます。

確認を受けた土地

所在地

確認を受けた年月日

承継した土地の場所

承継の年月日

被承継者

氏名又は名称

住所

承継の原因

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

２ 氏名（法人にあっては、その代表者の氏名）を記載し、押印することに代えて、本人

（法人にあっては、その代表者）が署名することができる。



様式第五（第十九条関係）

土地利用方法変更届出書

年 月 日

都道府県知事
殿

（市長）

氏名又は名称及び住所並びに法
届出者 印

人にあっては、その代表者の氏名

土壌汚染対策法第３条第１項ただし書の確認を受けた土地について予定されている利用の方法

に変更が生じたので、同条第４項の規定により、次のとおり届け出ます。

確認を受けた土地

所在地

確認を受けた年月日

土地について予定されている利用の方法

利用の方法を変更し

ようとする土地の場

所

変更前

変更後

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

２ 氏名（法人にあっては、その代表者の氏名）を記載し、押印することに代えて、本人

（法人にあっては、その代表者）が署名することができる。



様式第六（第二十三条第一項関係）

一定の規模以上の土地の形質の変更届出書

年 月 日

都道府県知事
殿

（市長）

氏名又は名称及び住所並びに法
届出者 印

人にあっては、その代表者の氏名

土壌汚染対策法第４条第１項の規定により、一定の規模以上の土地の形質の変更について、次

のとおり届け出ます。

土地の形質の変更の対象

となる土地の所在地

土地の形質の変更の場所

土地の形質の変更の着手

予定日

土地の形質の変更の規模

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

２ 氏名（法人にあっては、その代表者の氏名）を記載し、押印することに代えて、本人

（法人にあっては、その代表者）が署名することができる。



様式第七（第四十四条第一項及び第五十条第二項関係）

帯水層の深さに係る確認申請書

年 月 日

都道府県知事
殿

（市長）

氏名又は名称及び住所並びに法
申請者 印

人にあっては、その代表者の氏名

土壌汚染対策法施行規則第44条第１項（第50条第２項において準用する場合を含む。）の規定

による要措置区域等における帯水層の深さに係る確認を受けたいので、次のとおり申請します。

要措置区域等の所在地

地下水位を観測するための井戸を

設置した地点及び当該地点に当該

井戸を設置した理由

地下水位の観測の結果

最も浅い地下水を含む帯水層の深

さ

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

２ 氏名（法人にあっては、その代表者の氏名）を記載し、押印することに代えて、本人

（法人にあっては、その代表者）が署名することができる。



様式第八（第四十五条第一項及び第五十条第三項関係）

指示措置等と一体として行われる土地の形質の変更の確認申請書

年 月 日

都道府県知事
殿

（市長）

氏名又は名称及び住所並びに法
申請者 印

人にあっては、その代表者の氏名

土壌汚染対策法施行規則第45条第１項（第50条第３項において準用する場合を含む。）の規定

による指示措置等と一体として行われる土地の形質の変更に係る確認を受けたいので、次のとお

り申請します。

土地の形質の変更を行う要措置区

域等の所在地

土地の形質の変更の種類

土地の形質の変更の場所

土地の形質の変更の施行方法

土地の形質の変更の着手予定日及

び完了予定日

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

２ 氏名（法人にあっては、その代表者の氏名）を記載し、押印することに代えて、本人

（法人にあっては、その代表者）が署名することができる。



様式第九（第四十六条第一項及び第五十条第四項関係）

地下水の水質の測定又は地下水汚染の拡大の防止が講じられている

土地の形質の変更の確認申請書

年 月 日

都道府県知事
殿

（市長）

氏名又は名称及び住所並びに法
申請者 印

人にあっては、その代表者の氏名

土壌汚染対策法施行規則第46条第1項（第50条第４項において準用する場合を含む。）の規定

による地下水の水質の測定又は地下水汚染拡大の防止が講じられている土地の形質の変更に係る

確認を受けたいので、次のとおり申請します。

土地の形質の変更を行う要

措置区域等の所在地

土地の形質の変更の種類

土地の形質の変更の場所

土地の形質の変更の施行方

法

土地の形質の変更の着手予

定日及び完了予定日

土地の形質の変更を行う要

措置区域等において講じら

れている汚染の除去等の措

置

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

２ 氏名（法人にあっては、その代表者の氏名）を記載し、押印することに代えて、本人

（法人にあっては、その代表者）が署名することができる。



様式第十（第四十八条第一項、第五十一条第一項及び第五十二条関係）

形質変更時要届出区域内における土地の形質の変更届出書

年 月 日

都道府県知事
殿

（市長）

氏名又は名称及び住所並びに法
届出者 印

人にあっては、その代表者の氏名

土壌汚染対策法第12条（第１項、第２項、第３項）の規定により、形質変更時要届出区域内に

おける土地の形質の変更について、次のとおり届け出ます。

形質変更時要届出区域の

所在地

土地の形質の変更の種類

土地の形質の変更の場所

土地の形質の変更の施行

方法

土地の形質の変更の着手

予定日（又は着手日）

土地の形質の変更の完了

予定日（又は完了日）

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

２ 氏名（法人にあっては、その代表者の氏名）を記載し、押印することに代えて、本人

（法人にあっては、その代表者）が署名することができる。



様式第十一（第五十四条関係）

指定の申請書

年 月 日

都道府県知事
殿

（市長）

氏名又は名称及び住所並びに法
申請者 印

人にあっては、その代表者の氏名

土壌汚染対策法第14条第１項の規定により、第６条第１項又は第11条第１項の規定による指定

を受けたい土地があるので、次のとおり申請します。

指定を受けたい土地の所在地

申請に係る調査における試料

採取等対象物質

調査の方法申請に係る

申請に係る調査の結果

分析を行った計量法第107条

の登録を受けた者の氏名又は

名称

申請に係る調査を行った者の

氏名又は名称

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

２ 氏名（法人にあっては、その代表者の氏名）を記載し、押印することに代えて、本人

（法人にあっては、その代表者）が署名することができる。



様式第十二（第五十七条関係）

（表面）

12センチメートル

第 号

土壌汚染対策法第14条第４項の規定による身分証明書

ル
ト

ー職名及び氏名

メ
チ

ン年 月 日生

セ
８写 年 月 日発行

年 月 日限り有効

環 境 大 臣

真 地方環境事務所長

都 道 府 県 知 事 印

（市長）

（裏面）

土壌汚染対策法抜すい

（指定の申請）
土地の所有者等は、第３条第１項本文、第４条第２項及び第５条第１項の規定第14条

の適用を受けない土地の土壌の特定有害物質による汚染の状況について調査した結果
、当該土地の土壌の特定有害物質による汚染状態が第６条第１項第１号の環境省令で
定める基準に適合しないと思料するときは、環境省令で定めるところにより、都道府
県知事に対し、当該土地の区域について同項又は第11条第１項の規定による指定をす
ることを申請することができる。この場合において、当該土地に当該申請に係る所有
者等以外の所有者等がいるときは、あらかじめ、その全員の合意を得なければならな
い。

２ （略）
３ （略）
４ 都道府県知事は、第１項の申請があった場合において、必要があると認めるときは

、当該申請をした者に対し、申請に係る調査に関し報告若しくは資料の提出を求め、
又はその職員に、当該申請に係る土地に立ち入り、当該申請に係る調査の実施状況を
検査させることができる。

土壌汚染対策法施行規則抜すい

法第14条第４項の規定により立入検査をする職員は、その身分を示す様式第第57条
12による証明書を携帯し、関係者に提示しなければならない。



様式第十三（第五十八条第四項関係）
要措置区域台帳

都道府県（又は政令市）名

整理番号 指定年月日・指定番号 所在地

調製・訂正年月日

要措置区域の概況 面積

地下水汚染の有無（土壌溶出量基準不適合の場合） 有 ・ 無

法第14条第３項の規定に基づき指定された要措置区域にあっては、その旨

試料採取等を省略した土壌汚染状況調査の結果により指定された要措置区
域にあっては、その旨及び当該省略の理由

報告受理年月日 指定に係る特定有害物質の種類 適合しない基準項目 指定調査機関の名称

含有量基準・溶出量基準・第二溶出量基準

含有量基準・溶出量基準・第二溶出量基準要措置区域内の
土壌の汚染状態

含有量基準・溶出量基準・第二溶出量基準

・第二溶出量基準含有量基準・溶出量基準

・第二溶出量基準含有量基準・溶出量基準

届出(着手)時期 完了時期 土地の形質の変更の種類 実施者 土壌搬出 汚染土壌の処理方法

有・無

有・無土地の形質の変
更の実施状況

有・無

有・無

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。
２ 「要措置区域内の土壌の汚染状態」については、土壌その他の試料の採取を行った日、当該試料の測定の結果等を記載した書類を添付する

こと。



様式第十四（第五十八条第四項関係）
形質変更時要届出区域台帳

都道府県（又は政令市）名

整理番号 指定年月日・指定番号 所在地

調製・訂正年月日

形質変更時要届出区域の概況 面積

法第14条第３項の規定に基づき指定された形質変更時要届出区域にあっ
ては、その旨

土壌汚染のおそれの把握、試料採取等を行う区画の選定等又は試料採取
等を省略した土壌汚染状況調査の結果により指定された形質変更時要届
出区域にあっては、その旨及び当該省略の理由

汚染の除去等の措置が講じられた形質変更時要届出区域にあって

及び当該汚染の除去等の措置は、その旨

報告受理年月日 指定に係る特定有害物質の種類 適合しない基準項目 指定調査機関の名称

・第二溶出量基準含有量基準・溶出量基準

・第二溶出量基準形質変更時要届 含有量基準・溶出量基準
出区域内の土壌

・第二溶出量基準の汚染状態 含有量基準・溶出量基準

・第二溶出量基準含有量基準・溶出量基準

・第二溶出量基準含有量基準・溶出量基準

届出(着手)時期 完了時期 土地の形質の変更の種類 実施者 土壌搬出 汚染土壌の処理方法

有・無

土地の形質の変 有・無
更の実施状況

有・無

有・無

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。
２ 「形質変更時要届出区域内の土壌の汚染状態」については、土壌その他の試料の採取を行った日、当該試料の測定の結果等を記載した書類
を添付すること。



様式第十五（第六十条第一項関係）

搬出しようとする土壌の基準適合認定申請書

年 月 日

都道府県知事
殿

（市長）

氏名又は名称及び住所並びに法人
申請者 印

にあっては、その代表者の氏名

土壌汚染対策法第16条第１項の規定により、要措置区域等から搬出する土壌について、第６条

第１項第１号の環境省令で定める基準に適合する旨の認定を受けたいので、次のとおり申請しま

す。

要措置区域等の所在地

認定調査の方法の種類

認定調査の結果に関する事項

分析を行った計量法第107条

の登録を受けた者の氏名又は

名称

認定調査を行った指定調査機

関の氏名又は名称

調査に従事した者を監督した

技術管理者の氏名及び技術管

理者証の交付番号

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

２ 氏名（法人にあってはその代表者の氏名）を記載し、押印することに代えて、本人（法人

にあってはその代表者）が署名することができる。

３ 土壌の調査の結果報告書、掘削前に試料採取を行った地点を明らかにした要措置区域等

の図面、掘削した土地の範囲を明らかにした要措置区域等の図面を添付すること。



様式第十六（第六十一条第一項関係）

汚染土壌の区域外搬出届出書

年 月 日

都道府県知事
殿

（市長）

氏名又は名称及び住所並びに法人
届出者 印

にあっては、その代表者の氏名

土壌汚染対策法第16条第１項の規定により、要措置区域等から搬出する汚染土壌について、次

のとおり届け出ます。

要措置区域等の所在地

汚染土壌の特定有害物質によ
る汚染状態

汚染土壌の体積

汚染土壌の運搬の方法

汚染土壌を運搬する者の氏名
又は名称

汚染土壌を処理する者の氏名
又は名称

汚染土壌を処理する施設の所
在地

汚染土壌の搬出の着手予定日

汚染土壌の搬出完了予定日

汚染土壌の運搬完了予定日

汚染土壌の処理完了予定日

運搬の用に供する自動車等の
所有者の氏名又は名称及び連
絡先

積替えを行う場所の所在地並
びに所有者の氏名又は名称及
び連絡先（運搬の際、積替え
を行う場合に限る。）

保管施設の所在地並びに所有
者の氏名又は名称及び連絡先
（保管施設を用いる場合に限
る。）

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

２ 氏名（法人にあってはその代表者の氏名）を記載し、押印することに代えて、本人（法

人にあってはその代表者）が署名することができる。



様式第十七（第六十三条第一項関係）

汚染土壌の区域外搬出変更届出書

年 月 日

都道府県知事
殿

（市長）

氏名又は名称及び住所並びに法人
届出者 印

にあっては、その代表者の氏名

土壌汚染対策法第16条第１項の規定による届出に係る事項について、その変更をするので、同

条第２項により、次のとおり届け出ます。

変更しようとする事項

変更の内容 変更前

変更後

変更の理由

内容に変更がないため、添付

を省略する書類又は図面

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

２ 氏名（法人にあってはその代表者の氏名）を記載し、押印することに代えて、本人（法

人にあってはその代表者）が署名することができる。



様式第十八（第六十四条第一項関係）

非常災害時における汚染土壌の区域外搬出届出書

年 月 日

都道府県知事
殿

（市長）

氏名又は名称及び住所並びに法人
届出者 印

にあっては、その代表者の氏名

土壌汚染対策法第16条第３項の規定により、要措置区域等から搬出した汚染土壌について、次
のとおり届け出ます。

要措置区域等の所在地

汚染土壌の特定有害物質によ
る汚染状態

汚染土壌の体積

汚染土壌の搬出先

汚染土壌の搬出の着手日

汚染土壌の搬出の完了日

搬出先から再度搬出を行う場
合にあっては、当該搬出の搬
出着手予定日

汚染土壌の運搬の方法

汚染土壌を運搬する者の氏名
又は名称

汚染土壌を処理する者の氏名
又は名称

汚染土壌を処理する施設の所
在地

汚染土壌の運搬完了予定日

汚染土壌の処理完了予定日

運搬の用に供する自動車等の
所有者の氏名又は名称及び連
絡先

積替えを行う場所の所在地並
びに所有者の氏名又は名称及
び連絡先（運搬の際、積替え
を行う場合に限る。）

保管施設の所在地並びに所有
者の氏名又は名称及び連絡先
（保管施設を用いる場合に限
る。）

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

２ 氏名（法人にあってはその代表者の氏名）を記載し、押印することに代えて、本人（法

人にあってはその代表者）が署名することができる。



様式第十九（第六十七条第二項関係）

管理票 整理番号　　　　                    

年 月 日

汚染土壌の特定有害物質による汚染状態　（※該当欄に濃度又はレ点を記入）

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □

ｍ３

溶出量基準
超過

第二溶出量
基準超過

溶出量基準
超過

第二溶出量
基準超過

溶出量基準
超過

第二溶出量
基準超過

含有量基準
超過

汚染土壌
の重量

カドミウム及びその化合物

六価クロム化合物

シアン化合物

水銀及びその化合物

セレン及びその化合物

鉛及びその化合物

交付担当
者の氏名

交付年月
日

交付番号

汚染土壌
の荷姿

汚染土壌
の体積

管
理
票
交
付
者 住所及び連

絡先
住所及び連
絡先

住所及び連絡先

運
搬
受
託
者

処
理
受
託
者

有機りん化合物

四塩化炭素

1,2-ジクロロエタン

1,1-ジクロロエチレン

シス-1,2-ジクロロエチレン

1,3-ジクロロプロペン

砒素及びその化合物

ふっ素及びその化合物

氏名又は名称、
法人にあっては
代表者の氏名

氏名又は名
称

氏名又は名
称

ジクロロメタン

テトラクロロエチレン

1,1,1-トリクロロエタン

トリクロロエチレン

ベンゼン

シマジン

チオベンカルブ

チウラム

ＰＣＢ

□ □ ｔ ・ ㎏

自動車等の番号

□ 積替え場所 □ 保管場所

担当者氏名 ↓

年 月 日

自動車等の番号

□ 積替え場所 □ 保管場所

担当者氏名 ↓

年 月 日

自動車等の番号

汚染土壌処理施設の名称及び所在地

担当者氏名 ↓

年 月 日

年 月 日

運搬受託者から
の返送確認日

処理受託者から
の返送確認日

処理方法

備考

自動車等の番号及び運搬担当者の氏名

名称
所在地
許可番号

引渡しを受けた
者の氏名

処理担当者の氏
名

運搬区間 引渡し年月日

名称及び所在地
所有者の氏名又
は名称
連絡先

名称及び所在地
所有者の氏名又
は名称
連絡先

要措置区域等の
所在地

積
替
え
又
は
保
管
場
所

処理終了年月日

ほう素及びその化合物1,1,2-トリクロロエタン

年 月 日 年 月 日の返送確認日 の返送確認日
備考



様式第二十 （第七十四条関係）

運搬
搬出汚染土壌の 状況確認届出書

処理

年 月 日

都道府県知事
殿

（市長）

氏名又は名称及び住所並びに法人
届出者 印

にあっては、その代表者の氏名

土壌汚染対策法第 条第６項の規定により、次のとおり届け出ます。20

管理票 交付年月日

交付番号

要措置区域等の所在地

汚染土壌の特定有害物質によ

る汚染状態

汚染土壌の体積

届出書提出事由 □ 管理票の送付を受けていない

□ 管理票に必要事項が記載されていない

□ 管理票に虚偽の記載がある

届出書提出事由に係る者 □ 運搬受託者 □ 処理受託者

氏名又は名称

住所

把握した運搬又は処理の状況

及びその把握の方法

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

２ 氏名（法人にあってはその代表者の氏名）を記載し、押印することに代えて、本人（法人

にあってはその代表者）が署名することができる。



様式第二十一（第七十七条関係）

（表面）

12センチメートル

第 号

土壌汚染対策法第54条第６項の規定による身分証明書

ル職名及び氏名

ト
ー

メ
チ

ン年 月 日生

セ
８写 年 月 日発行

年 月 日限り有効

環 境 大 臣
真 地方環境事務所長

都 道 府 県 知 事 印
（市長）

（裏面）

土壌汚染対策法抜すい

（報告及び検査）
環境大臣又は都道府県知事は、この法律の施行に必要な限度において、土壌汚第54条

染状況調査に係る土地若しくは要措置区域等内の土地の所有者等又は要措置区域等内
の土地において汚染の除去等の措置若しくは土地の形質の変更を行い、若しくは行っ
た者に対し、当該土地の状況、当該汚染の除去等の措置若しくは土地の形質の変更の
実施状況その他必要な事項について報告を求め、又はその職員に、当該土地に立ち入
り、当該土地の状況若しくは当該汚染の除去等の措置若しくは土地の形質の変更の実
施状況を検査させることができる。

２ 前項の環境大臣による報告の徴収又はその職員による立入検査は、土壌の特定有害
物質による汚染により人の健康に係る被害が生ずることを防止するため緊急の必要が
あると認められる場合に行うものとする。

３ 都道府県知事は、この法律の施行に必要な限度において、汚染土壌を当該要措区域
等外へ搬出した者又は汚染土壌の運搬を行った者に対し、汚染土壌の運搬若しくは処
理の状況に関し必要な報告を求め、又はその職員に、これらの者の事務所、当該汚染
土壌の積卸しを行う場所その他の場所若しくは汚染土壌の運搬の用に供する自動車そ
の他の車両若しくは船舶（以下この項において「自動車等」という。）に立ち入り、
当該汚染土壌の状況、自動車等若しくは帳簿、書類その他の物件を検査させることが
できる。

４ 都道府県知事は、この法律の施行に必要な限度において、汚染土壌処理業者又は汚
染土壌処理業者であった者に対し、その事業に関し必要な報告を求め、又はその職員
に、汚染土壌処理業者若しくは汚染土壌処理業者であった者の事務所、汚染土壌処理
施設その他の事業場に立ち入り、設備、帳簿、書類その他の施設その他の物件を検査
させることができる。

５ 環境大臣は、この法律の施行に必要な限度において、指定調査機関又は指定支援法
人に対し、その業務若しくは経理の状況に関し必要な報告を求め、又はその職員に、
その者の事務所に立ち入り、業務の状況若しくは帳簿、書類その他の物件を検査させ
ることができる。

６ 第１項又は前３項の規定により立入検査をする職員は、その身分を示す証明書を携
帯し、関係者に提示しなければならない。

７ 第１項又は第３項から第５項までの立入検査の権限は、犯罪捜査のために認められ
たものと解釈してはならない。

次の各号のいずれかに該当する者は、30万円以下の罰金に処する。第67条
一・二 （略）
三 第54条第１項若しくは第３項から第５項までの規定による報告をせず、若しくは

虚偽の報告をし、又はこれらの規定による検査を拒み、妨げ、若しくは忌避した者
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